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平成29年度 施政方針 ２～９㌻

平成29年度 予算の概要 11～13㌻

葛巻高生徒がＰＲ動画を制作 16㌻

●主な内容 　葛巻保育園（深澤口久美子園長、園児88人）の第61回卒園式
は３月18日、同園ホールで行われました。園児25人が在園児や
保護者、地域の方々に見守られながら、凛とした表情で胸を張り
しっかりと証書を受け取り「お父さん、お母さん、ありがとう。
小学校でも頑張ります」と感謝の気持ちを伝えました。

葛巻保育園卒園式・25人が巣立つ 

凛々しく堂々の晴れ姿
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施
政
方
針

　

平
成
29
年
度
の
町
政
の
方
向
を
決
め
る
町
議
会
３
月
定
例
会
議

は
３
月
３
日
か
ら
14
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
日
の
３
日
、
鈴

木
重
男
町
長
が
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
施
策
に
つ
い
て
、
力
強
く
施

政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

葛巻町の目指すべき将来像

未来を協創する  高原文化のまち

移住定住、子育て支援、交流人口拡大に力

まちづくりの

基本目標

　

平
成
28
年
度
は
、
地
域
資
源
と

そ
の
機
能
を
最
大
限
に
活
用
し
た

地
方
創
生
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
、
県
内
初
、
自
治
体
と
し
て
全

国
で
２
番
目
と
な
る
「
み
ど
り
の

文
化
賞
」
を
受
賞
し
た
ほ
か
、
46

年
ぶ
り
と
な
る
「
希
望
郷
い
わ
て

国
体
」
の
開
催
、
さ
ら
に
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
や
民
間
放
送
事
業
者
の
全
国

放
送
の
番
組
で
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
が
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
町

が
持
つ
魅
力
を
、
よ
り
効
果
的
に

情
報
発
信
を
し
た
こ
と
で
、
多
く

の
皆
さ
ま
か
ら
高
く
評
価
を
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

町
が
抱
え
る
最
重
要
課
題
で
あ

る
「
人
口
減
少
問
題
」
に
果
敢
に

挑
ん
で
い
く
中
で
、
町
の
魅
力
や

取
り
組
み
を
、
し
っ
か
り
と
情
報

発
信
し
て
い
く
こ
と
は
大
事
な
取

り
組
み
で
あ
り
、
今
後
の
交
流
人

口
や
移
住
・
定
住
者
の
増
加
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
町
の
魅

力
を
よ
り
一
層
高
め
、
効
果
的
に

情
報
を
発
信
し
て
い
く
た
め
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
町
民
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
る

の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ま
さ
に

「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
で

も
あ
り
ま
す
の
で
、
町
づ
く
り
に

熱
意
と
意
欲
を
持
っ
た
人
材
の
育

成
と
招
へ
い
に
も
努
め
、
町
が
持

つ
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
か
す

取
り
組
み
を
積
極
果
敢
に
行
い
ま

す
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
町
総
合
計
画
で
は
、
こ
れ
ま
で

先
人
が
築
き
上
げ
て
き
た
、
全
て

の
財
産
と
先
人
の
た
く
ま
し
い
意

志
を
受
け
継
ぎ
、
町
民
一
人
ひ
と

り
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
と
し
て

自
助
・
共
助
・
公
助
の
精
神
で
「

幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
」
を
創

造
し
、
夢
と
誇
り
を
持
ち
「
住
み

続
け
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

「
新
た
な
発
想
」
「
資
源
の
探

求
」
「
自
立
へ
の
挑
戦
」
「
協
働

か
ら
協
創
へ
」
の
４
つ
の
姿
勢
を

大
事
に
し
、
ひ
と
や
地
域
、
資
源

を
効
果
的
に
結
び
つ
け
、
「
地
域

資
源
を
活
か
す
し
ご
と
」
「
い
き

い
き
と
輝
き
続
け
る
ひ
と
」
「
誰

も
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
」
の
３

つ
の
基
本
目
標
を
柱
に
掲
げ
、
希

望
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
「
未
来
を
協
創
す
る　

高

原
文
化
の
ま
ち
」
を
目
指
す
べ
き

将
来
像
と
し
、
他
に
誇
り
う
る
町

に
発
展
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　町が持つさまざまな魅力や資源を最大限に活かし、酪農や
林業の基幹産業をはじめとし、ＩＴ産業や再生可能エネルギ
ーなど新たに取り組んできた分野を含めた地域産業の高付加
価値化とブランド化をより一層推進するため
　 ▼基幹産業の新たな展開による高収益産業の実現
　 ▼交流・連携の強化による地域産業の育成
　 ▼地域産業を活かした起業支援と雇用の確保
に取り組み、山村にある力・魅力をより輝かせ、新規就農や
起業家支援、６次産業化などにより若者の雇用創出を図り、
交流人口の拡大と移住・定住を促進し、活力と賑わいのある
まちを目指します。

地
域
資
源
を
活
か
す 

し
ご
と

誰
も
が
住
み
た
く
な
る 

ま
ち

　町が持つ自然、空間、ゆとりを大切にしながら、町民がこ
ころ安らぐ快適な生活を送ることができるよう、住環境の整
備を推進するとともに、安全・安心を実感できる生活基盤の
充実を図るため、
　 ▼快適に暮らせる生活環境の創出
　 ▼自然と共生し地域の豊かな資源を活用するまちづくり
　 ▼こころ穏やかに安全安心に暮らせる地域社会づくり
などに取り組み、町民一人ひとりが主役となり住み続けたい
と思えるまちづくりに努めます。

い
き
い
き
と
輝
き
続
け
る 

ひ
と

　次代を担う子どもたちが、さまざまな経験を通して、将来
への夢を思い描ける機会の創出に努めるとともに、町の魅力
や地域の良さを再認識し、次の世代へ継承していくための新
しい時代に即した教育の充実を図るため、
　 ▼子どもを安心して産み育てられる子育て支援
　 ▼学び輝く人づくりと葛巻を愛する人材育成
　 ▼誰もが生きがいを持って暮らすことができる環境づくり
　 ▼協創のまちづくりの推進
などに取り組み、少子高齢化が進む中で、子どもから高齢者
まで全ての町民が豊かなこころを持ち、共に支え合う思いや
りのある地域社会の確立を進めます。

平
成
29
年
度
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果敢に挑戦
人口減少問題に
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移
住
・
定
住
人
口
の
拡
大
を
図

る
た
め
に
は
、
都
市
と
農
村
と
の

地
域
間
交
流
や
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

な
ど
の
多
様
な
分
野
に
お
け
る
交

流
の
推
進
の
ほ
か
、
若
年
層
の
旅

行
需
要
喚
起
や
葛
巻
フ
ァ
ン
の
獲

得
な
ど
が
重
要
で
あ
り
、
観
光
・

交
流
・
連
携
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
品
質
の
向
上
に
よ

る
個
店
へ
の
誘
客
を
図
る
魅
力
づ

く
り
や
後
継
者
の
育
成
、
技
術
の

継
承
、
創
業
支
援
な
ど
商
工
業
の

振
興
を
図
り
、
地
元
購
買
率
の
向

上
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
進
め

ま
す
。

【
主
な
新
規
事
業
】

▼
町
の
観
光
・
交
流
拠
点
の
充
実

の
た
め
の
「
グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ
改

修
事
業
」

▼
首
都
圏
、
都
市
部
か
ら
の
移
住

促
進
の
た
め
の
「
く
ず
ま
き
暮
ら

し
体
験
ツ
ア
ー
業
務
委
託
」

▼
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
創
出
に
向

け
た
「
個
人
商
店
ト
イ
レ
改
修
事

業
」

▼
町
外
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘

致
と
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
を
奨
励

し
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
た

め
の
「
葛
巻
町
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
奨
励
補
助
金
」

【
主
な
継
続
・
拡
充
事
業
】

▼
移
住
・
定
住
の
促
進
や
町
内
の

新
婚
世
帯
を
応
援
す
る
た
め
の

「
定
住
促
進
奨
励
金
」

▼
移
住
希
望
者
の
町
内
見
学
な
ど

を
推
進
す
る
た
め
の
「
い
ら
っ
し

ゃ
い
く
ず
ま
き
体
験
支
援
事
業
」

▼
住
民
、
民
間
、
行
政
が
一
体
と

な
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り
で
交
流

人
口
の
増
加
を
図
り
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
向
け
た
「
く
ず
ま
き

型
観
光
産
業
若
者
起
業
・
雇
用
創

出
事
業
」

▼
経
営
改
善
の
専
門
家
に
よ
る
商

店
街
全
体
の
魅
力
を
高
め
る
取
り

組
み
の
た
め
の
「
成
功
モ
デ
ル
創

出
・
波
及
事
業
」

▼
住
環
境
の
充
実
を
図
り
町
内
工

業
の
活
性
化
に
向
け
た
「
快
適
な

住
ま
い
づ
く
り
応
援
事
業
費
補

助
」

▼
商
店
な
ど
の
経
営
継
続
を
図
る

た
め
の
「
商
店
等
設
備
導
入
支
援

事
業
」

２
月
に
初
め
て
開
催
さ
れ
た
、
く
ず
ま

き
高
原
牧
場
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
。
住
民
、

民
間
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
観
光
地

域
づ
く
り
で
、
交
流
人
口
の
増
加
と
地

域
経
済
の
活
性
化
に
努
め
ま
す

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
に
お

い
て
、
効
率
的
か
つ
合
理
的
で
収

益
性
の
高
い
安
定
し
た
経
営
体
の

育
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
意

欲
あ
る
若
手
後
継
者
や
新
規
就
農

者
、
林
業
労
働
者
の
確
保
・
育
成

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、「
新
葛
巻
型
酪
農
構
想
」

を
推
進
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に

対
応
し
た
新
農
山
村
モ
デ
ル
と
な

る
取
り
組
み
や
、
農
地
の
集
積
と

集
約
化
、
遊
休
農
地
の
解
消
と
生

産
コ
ス
ト
の
低
減
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

林
業
で
は
、
公
益
的
機
能
が
発

揮
で
き
る
森
林
整
備
を
推
進
し
、

地
場
産
材
の
利
活
用
、
緑
と
の
ふ

れ
あ
い
の
促
進
な
ど
に
よ
り
森
林

資
源
を
日
常
生
活
に
活
か
す
工
夫

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
農
林
産
物
の
１
次
産
品

の
供
給
だ
け
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、

６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
や
農
商

工
連
携
の
取
り
組
み
な
ど
に
よ
り

高
付
加
価
値
化
を
図
り
、
高
品
質

な
「
く
ず
ま
き
ブ
ラ
ン
ド
」
の
定

着
が
図
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

【
主
な
新
規
事
業
】

▼
粗
飼
料
生
産
基
盤
の
強
化
と
酪

農
経
営
規
模
拡
大
の
た
め
の
「
草

地
畜
産
基
盤
整
備
事
業
費
補
助
」

▼
新
葛
巻
型
酪
農
構
想
で
目
指
し

て
い
る
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
農
業
分
野
で
の
活
用
を
検
討
す

る
「
バ
イ
オ
マ
ス
廃
熱
利
用
作
物

検
討
業
務
」

▼
畜
産
経
営
の
労
働
負
担
を
軽
減

す
る
機
械
導
入
を
図
る
た
め
「
畜

産
労
働
力
負
担
軽
減
対
策
事
業
」

【
主
な
継
続
・
拡
充
事
業
】

▼
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
畜
産
振
興

体
制
の
確
立
に
向
け
た
「
畜
産
ク

ラ
ス
タ
ー
協
議
会
運
営
費
補
助
」

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
す
る
町
の

植
樹
祭
。
林
業
の
担
い
手
の
確
保
・
育

成
と
、
森
林
資
源
を
日
常
生
活
に
活
か

す
工
夫
に
努
め
ま
す

県
内
外
か
ら
多
く
の
チ
ー
ム
が
参
加
す

る
葛
巻
町
長
杯
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
。

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
と
ス
ポ
ー
ツ
大
会

開
催
を
奨
励
し
、
交
流
人
口
の
増
加
に

努
め
ま
す

町
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
で
出
品
牛

を
リ
ー
ド
す
る
未
来
の
酪
農
家
た
ち
。

新
葛
巻
型
酪
農
構
想
を
推
進
し
、
高
収

益
産
業
の
実
現
に
努
め
ま
す

　

求
職
と
求
人
が
噛
み
合
わ
な
い

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
な
ど
、
労
働

力
の
確
保
や
雇
用
の
場
の
確
保
が

難
し
い
状
況
に
あ
る
中
、
町
内
事

業
所
へ
の
雇
用
支
援
の
ほ
か
、
新

規
起
業
者
へ
の
支
援
、
企
業
誘
致
、

農
商
工
連
携
に
よ
る
経
営
革
新
な

ど
を
進
め
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
努
め
ま
す
。

【
主
な
新
規
事
業
】

▼
若
者
の
移
住
・
定
住
と
人
材
を

確
保
す
る
た
め
、
県
内
大
学
生
な

ど
に
就
業
体
験
の
機
会
を
提
供
す

る
「
葛
巻
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

受
入
事
業
委
託
業
務
」

【
主
な
継
続
・
拡
充
事
業
】

▼
中
小
企
業
の
経
営
安
定
を
図
る

た
め
の
「
中
小
企
業
振
興
資
金
融

資
制
度
・
利
子
補
給
事
業
」

▼
企
業
の
経
営
革
新
と
後
継
者
育

成
や
技
術
取
得
な
ど
の
た
め
の

「
く
ず
ま
き
型
持
続
可
能
な
産
業

づ
く
り
支
援
事
業
」

▼
雇
用
の
確
保
・
促
進
を
図
る
た

め
、
新
規
雇
用
者
を
採
用
し
た
町

内
企
業
に
対
し
助
成
す
る
「
雇
用

促
進
事
業
」

１
策施

基
幹
産
業
の
新
た
な

展
開
に
よ
る
高
収
益
産
業
の
実
現

２
策施

交
流
・
連
携
の
強
化
に
よ
る

　
　
　
　
　
　

地
域
産
業
の
育
成

３
策施

地
域
産
業
を
活
か
し
た

　
　
　

起
業
支
援
と
雇
用
の
確
保

　

町
総
合
計
画
に
お
け
る
平
成
28

年
度
か
ら
の
４
年
間
の
前
期
計
画

で
は
「
ひ
と
・
ま
ち
・
し
ご
と
を

紡
ぎ　

一
歩
先
行
く
山
村　

く
ず

ま
き
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

掲
げ
、
特
に
も
町
の
最
重
要
課
題

で
あ
る
「
人
口
減
少
問
題
」
の
解

決
へ
向
け
、
20
代
・
30
代
の
若
者

を
町
に
定
着
さ
せ
る
た
め
「
教
育

▼
農
業
後
継
者
を
育
成
す
る
た
め

の
「
農
畜
産
業
推
進
研
修
助
成
」

▼
中
心
的
な
経
営
体
の
育
成
と
地

域
資
源
を
活
用
し
た
効
率
的
な
畜

産
を
実
現
す
る
た
め
「
い
わ
て
地

域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
践
支

援
事
業
」

▼
農
業
経
営
環
境
の
充
実
を
図
る

た
め
の
「
中
山
間
地
域
総
合
整
備

事
業 

江
刈
地
区
」

▼
森
林
資
源
の
活
用
を
図
る
「
公

有
林
整
備
事
業
」

・
子
育
て
環
境
の
充
実
」
「
若
者

世
代
の
確
保
対
策
」
「
６
次
産
業

化
と
起
業
家
支
援
」
に
重
点
を
置

い
た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の
分
野
に
お
き
ま
し
て

も
、
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
な

が
ら
も
、
短
期
間
で
具
体
的
な
成

果
が
実
感
で
き
る
事
業
に
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
課
題
の
解
決
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

町
総
合
計
画
に
掲
げ
る
３
つ
の

基
本
目
標
の
達
成
に
向
け
、
施
策

体
系
ご
と
の
取
り
組
み
は
次
の
と

お
り
で
す
。

まちづくりの

施策
1 

基
幹
産
業
の
新
た
な
展
開
に
よ
る
高
収
益
産
業
の
実
現

2 

交
流
・
連
携
の
強
化
に
よ
る
地
域
産
業
の
育
成

3 

地
域
産
業
を
活
か
し
た
起
業
支
援
と
雇
用
の
確
保

4 

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
子
育
て
支
援

5 

学
び
輝
く
人
づ
く
り
と
葛
巻
を
愛
す
る
人
材
育
成

6 

誰
も
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

7 

協
創
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

8 

快
適
に
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
の
創
出

9 

自
然
と
共
生
し
地
域
の
豊
か
な
資
源
を
活
用
す
る
ま
ち
づ
く
り

10 

こ
こ
ろ
穏
や
か
に
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り

11 

広
域
行
政
の
推
進
と
行
政
運
営
の
合
理
化

施策項目
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引
き
続
き
、
連
携
型
中
高
一
貫

教
育
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
保
育

園
、
小
学
校
を
含
め
た
教
育
連
携

の
さ
ら
な
る
強
化
と
、
国
際
理

解
・
情
報
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

を
図
り
、
一
貫
し
た
学
力
向
上
と

学
習
指
導
の
充
実
に
努
め
る
ほ
か
、

学
校
規
模
の
適
正
化
や
教
育
施
設

環
境
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
葛
巻
高
校
に
お
け
る
山

村
留
学
の
推
進
や
大
学
進
学
に
向

け
た
学
習
レ
ベ
ル
の
向
上
、
育
英

制
度
の
充
実
な
ど
を
図
り
、
誰
も

が
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

機
会
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

生
涯
学
習
関
連
で
は
、
生
涯
学

習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
充
し
、
学

習
支
援
の
充
実
と
情
報
提
供
に
努

め
る
と
と
も
に
生
涯
学
習
施
設
な

ど
の
有
効
活
用
を
図
る
ほ
か
、
地

域
の
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
創
出

し
、
先
人
が
築
い
た
歴
史
と
伝
統

文
化
の
継
承
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
機
能
が
向
上
し
た

体
育
施
設
の
有
効
活
用
を
図
り
、

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に

努
め
る
ほ
か
、
町
民
の
健
康
増
進

と
体
力
向
上
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
「
夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
に
取
り
組
み
、
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
の
プ
レ
ー
に
直
接
触
れ
る

機
会
を
創
出
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、

競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

　

少
子
化
、
核
家
族
化
の
進
行
に

伴
い
、
家
庭
や
地
域
で
支
え
合
う

子
育
て
環
境
の
充
実
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
子
育
て
相
談
や
経
済
的

負
担
軽
減
な
ど
の
援
助
体
制
の
充

実
を
図
る
こ
と
で
、
子
育
て
と
仕

事
が
両
立
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
る
と
と
も
に
、
専
門
医
療
機

関
で
の
受
診
体
制
な
ど
妊
産
婦
が

安
心
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
総
合
的
な
支
援
に

努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
時
代
の
変
化
に
対
応

し
た
就
学
前
教
育
の
充
実
を
図
り
、

児
童
福
祉
施
設
と
小
中
学
校
と
の

連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

【
主
な
新
規
事
業
】

▼
子
育
て
世
帯
の
移
住
と
永
住
を

促
進
す
る
た
め
の
「
子
育
て
世
代

移
住
者
住
宅
取
得
支
援
事
業
」

▼
町
内
在
住
者
の
定
住
を
奨
励
す

る
た
め
の
「
定
住
対
策
住
宅
取
得

支
援
事
業
」

▼
20
代
・
30
代
の
独
身
男
女
の
出

会
い
と
結
婚
を
支
援
す
る
た
め
の

「（
仮
称
）
く
ず
ま
き
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
協
議
会
助
成
」

▼
不
妊
に
悩
む
夫
婦
に
対
し
、
治

療
方
法
の
拡
大
や
助
成
額
の
引
き

上
げ
な
ど
の
充
実
を
図
る
「
不
妊

治
療
費
助
成
」

▼
就
学
前
教
育
の
充
実
を
図
り
、

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
の
「
保
育
料
第
２
子

の
無
料
化
」

【
主
な
継
続
・
拡
充
事
業
】

▼
移
住
す
る
子
育
て
世
代
が
定
住

で
き
る
住
環
境
を
提
供
す
る
た
め

の「
子
育
て
支
援
住
宅
整
備
事
業
」

▼
若
者
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、

民
間
ア
パ
ー
ト
の
家
賃
の
一
部
を

く
ず
ま
き
商
品
券
で
助
成
す
る

「
若
者
定
住
推
進
家
賃
助
成
事
業
」

▼
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
む
こ
と

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
の

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

事
業
」

【
主
な
新
規
事
業
】

▼
葛
巻
高
校
生
を
対
象
に
し
た
学

習
塾
を
設
置
す
る
た
め
の
「
公
営

学
習
塾
開
設
準
備
業
務
」

▼
山
村
留
学
生
専
用
の
寮
建
設
に

向
け
た
「
山
村
留
学
学
生
寮
等
整

備
調
査
業
務
」

▼
建
築
か
ら
30
年
以
上
を
経
過
し

た
校
舎
の
快
適
性
を
向
上
す
る
た

め
の
「
小
屋
瀬
小
学
校
校
舎
改
修

事
業
」

▼
音
感
教
育
や
情
操
教
育
を
養
う

た
め
、
保
育
園
な
ど
で
実
施
し
て

い
る
バ
イ
オ
リ
ン
教
室
を
小
学
生

に
も
継
続
さ
せ
る
た
め
の
「
親
子

バ
イ
オ
リ
ン
教
室
事
業
」

▼
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も

が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
人
工
芝

の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ト
を
整
備
す
る

「
総
合
運
動
公
園
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー

ト
人
工
芝
生
化
改
修
工
事
」

【
主
な
継
続
・
拡
充
事
業
】

▼
留
学
生
や
町
外
か
ら
の
入
学
者

の
受
け
入
れ
体
制
の
充
実
に
向
け

た
「
く
ず
ま
き
山
村
留
学
事
業
」

と
「
葛
巻
高
校
生
下
宿
費
助
成
事

業
」

▼
学
校
教
育
の
授
業
力
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
の
た
め
の
「
学
校
教

育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
」

▼
複
式
学
級
に
お
け
る
教
育
の
充

実
を
図
る
た
め
の
「
学
力
向
上
支

援
員
事
業
」

▼
葛
巻
高
校
の
魅
力
あ
る
高
校
づ

く
り
に
向
け
た
「
高
等
学
校
教
育

振
興
協
議
会
事
業
費
補
助
金
」

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
テ
ニ
ス
、
フ
ッ
ト
サ

ル
な
ど
多
目
的
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め

る
人
工
芝
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ト
を
総
合

運
動
公
園
に
整
備
し
ま
す

３
月
16
日
に
行
わ
れ
た
平
成
29
年
度
葛

巻
高
校
入
学
者
の
合
格
発
表
で
は
、
山

村
留
学
生
３
人
を
含
む
49
人
が
合
格
。

魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
、
さ
ら
に
支

援
を
拡
充
し
ま
す

歌
の
練
習
に
励
む
五
日
市
保
育
園
の
子

ど
も
た
ち
。
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
保
育
料
の
第
３

子
無
料
化
に
加
え
、
第
２
子
の
無
料
化

を
実
施
し
ま
す

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
に
関

心
を
持
ち
、
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
む
環
境
を
築
く
た
め
、
各
種
検

診
、
保
健
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
一
層

の
充
実
と
受
診
率
の
向
上
に
取
り

組
み
、
町
民
の
健
康
維
持
と
医
療

費
の
抑
制
、
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
医
療
の
充
実
と
救

急
医
療
の
確
保
を
図
る
た
め
、
医

師
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
医
療
・

介
護
関
係
者
の
確
保
と
育
成
に
努

め
る
ほ
か
、
地
域
が
連
携
し
た
自

殺
予
防
を
推
進
す
る
た
め
、
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
な
ど
人
材
の
育
成
強

化
に
取
り
組
み
、
こ
こ
ろ
の
健
康

相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

福
祉
関
連
で
は
、
住
民
の
支
え

合
い
に
よ
る
地
域
福
祉
社
会
の
実

現
を
目
指
し
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
の
生
活
援
護
、
自
立
支
援
、
自

立
助
長
な
ど
の
相
談
・
支
援
体
制

の
充
実
に
取
り
組
む
ほ
か
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
健
康
づ

く
り
・
介
護
予
防
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

【
主
な
新
規
事
業
】

▼
要
配
慮
者
に
対
す
る
き
め
細
か

な
送
迎
を
行
い
、
受
診
機
会
の
確

保
と
受
診
率
の
向
上
を
図
る
た
め

の「
検
診
受
診
困
難
者
送
迎
事
業
」

▼
路
線
バ
ス
の
利
用
が
困
難
な
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
移
動
を
支
援

す
る
た
め
の
「
高
齢
者
等
外
出
支

援
事
業
」

▼
町
外
の
特
別
支
援
学
校
に
通
学

す
る
た
め
の
「
特
別
支
援
学
校
通

学
支
援
事
業
」

▼
公
共
交
通
機
関
が
無
い
地
域
に

通
院
バ
ス
を
運
行
し
、
医
療
格
差

の
是
正
を
図
る
た
め
の
バ
ス
を
更

新
す
る
「
通
院
バ
ス
更
新
事
業
」

▼
生
活
機
能
改
善
を
目
的
と
し
た

運
動
機
能
向
上
や
改
善
の
た
め
の

短
期
集
中
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
の

「
介
護
予
防
事
業
通
所
型
サ
ー
ビ

ス
Ｃ
」

▼
障
が
い
者
の
雇
用
機
会
を
促
進

す
る
た
め
、
職
場
実
習
を
受
け
入

れ
た
町
内
企
業
に
助
成
す
る
「
障

が
い
者
職
場
実
習
事
業
」

【
主
な
継
続
・
拡
充
事
業
】

▼
医
療
・
看
護
専
門
職
員
な
ど
の

人
材
確
保
を
図
る
た
め
の
「
看
護

職
員
等
養
成
修
学
資
金
貸
付
事

業
」

▼
生
活
習
慣
病
予
防
と
健
診
受
診

率
の
向
上
に
向
け
た
「
生
活
習
慣

病
予
防
健
診
無
料
化
事
業
」と「
特

定
健
診
無
料
化
事
業
」

▼
地
域
に
お
い
て
誰
も
が
安
心
し

て
生
活
が
で
き
る
よ
う
地
域
住
民

相
互
の
支
え
合
い
に
よ
る
「
地
域

福
祉
等
特
別
支
援
事
業
」

４
策施

子
ど
も
を
安
心
し
て

　

産
み
育
て
ら
れ
る
子
育
て
支
援

５
策施

学
び
輝
く
人
づ
く
り
と

　
　
　

葛
巻
を
愛
す
る
人
材
育
成

６
策施

誰
も
が
生
き
が
い
を
持
っ
て

　

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
の
受
診
率
向
上

の
た
め
、
健
診
の
無
料
化
に
加
え
、
障

が
い
が
あ
る
方
な
ど
に
は
地
区
の
健
診

会
場
ま
で
の
送
迎
車
両
を
運
行
し
ま
す
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移
住
者
・
定
住
者
の
受
け
入
れ

を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
住
環

境
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ
る
一
方

で
人
口
減
少
に
伴
い
空
き
家
の
増

加
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、空
き
家
の
有
効
活
用
や
町
営
・

町
有
住
宅
な
ど
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
て
い
る
水
道

施
設
の
計
画
的
な
更
新
や
生
活
排

水
処
理
施
設
の
普
及
を
図
る
ほ
か
、

ご
み
の
広
域
処
理
化
や
リ
サ
イ
ク

ル
に
よ
る
減
量
化
な
ど
、
環
境
に

や
さ
し
い
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

交
通
・
通
信
関
連
で
は
、
安
全

で
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
幹
線

道
路
網
お
よ
び
生
活
関
連
道
路
網

の
整
備
促
進
や
維
持
管
理
体
制
の

充
実
を
図
る
ほ
か
、
高
齢
化
に
よ

り
生
活
バ
ス
路
線
の
重
要
性
が
増

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
バ
ス
路
線

の
維
持
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に

利
用
促
進
の
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

　

ま
た
、
情
報
通
信
基
盤
の
適
正

管
理
に
努
め
る
ほ
か
、
効
率
的
・

効
果
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

手
段
と
し
て
情
報
化
に
よ
る
利
活

用
の
促
進
な
ど
、
情
報
の
利
活
用

に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
を
進
め

ま
す
。

【
主
な
新
規
事
業
】

▼
町
営
住
宅
の
経
年
劣
化
に
よ
る

損
壊
箇
所
を
適
切
に
修
繕
し
、
長

寿
命
化
を
図
る
「
堀
の
内
住
宅
長

寿
命
化
修
繕
工
事
」

▼
く
ず
ま
き
斎
苑
の
延
命
化
を
図

る
た
め
の
「
く
ず
ま
き
斎
苑
大
規

模
改
修
工
事
」

【
主
な
継
続
・
拡
充
事
業
】

▼
町
中
心
部
の
バ
イ
パ
ス
道
路
機

能
を
有
す
る
「
町
道
茶
屋
場
田
子

線
道
路
改
良
事
業
」

▼
早
期
完
成
を
目
指
す
「
江
刈
簡

易
水
道
整
備
事
業
」

▼
水
洗
化
率
の
向
上
の
た
め
の

「
水
洗
化
普
及
支
援
事
業
」
と
「
町

整
備
型
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
」

▼
道
路
・
橋
り
ょ
う
な
ど
の
維
持

管
理
に
向
け
た
「
道
路
・
橋
り
ょ

う
長
寿
命
化
修
繕
工
事
」

▼
住
民
の
移
動
手
段
の
確
保
の
た

め
の
「
広
域
生
活
バ
ス
路
線
運
行

維
持
対
策
事
業
」
と
「
バ
ス
路
線

運
行
拡
大
支
援
対
策
事
業
」

　

平
成
18
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

さ
ら
に
一
歩
前
進
さ
せ
、
住
民
と

行
政
が
共
に
創
り
上
げ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
住

民
参
画
機
会
を
拡
充
し
、
参
加
意

識
や
協
創
意
識
の
醸
成
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
地
域
活
動
の
推
進
や
相

互
連
携
、
新
た
な
地
域
組
織
設
立

な
ど
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
地
域
づ
く
り
を
担
う
人

材
の
育
成
に
努
め
る
ほ
か
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
男
女
が
共

に
支
え
合
う
環
境
づ
く
り
に
努
め
、

女
性
が
社
会
に
参
画
で
き
る
機
会

と
男
女
共
同
参
画
意
識
の
醸
成
に

努
め
ま
す
。

【
主
な
新
規
事
業
】

▼
人
口
減
少
、
高
齢
化
の
進
展
に

対
す
る
今
後
の
集
落
の
あ
り
方
な

ど
を
検
討
す
る
「
過
疎
地
域
集
落

再
編
整
備
事
業
調
査
設
計
業
務
」

【
主
な
継
続
・
拡
充
事
業
】

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
と

活
性
化
の
た
め
の
「
自
治
会
活
動

交
付
金
」
と
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
」

　

町
の
財
産
で
あ
る
豊
か
な
自
然

環
境
を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
、
自
然
環
境
の
保
護
・
保

全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
環
境
教

育
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
町
民

み
ん
な
で
守
り
育
て
る
意
識
の
高

揚
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
太
陽
光
・
風
力
の
ほ
か
、

畜
ふ
ん
、
生
ご
み
、
間
伐
材
な
ど

を
利
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
に

よ
る
発
電
な
ど
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
を
推
進
し
、
二
酸

化
炭
素
排
出
量
の
削
減
に
努
め
る

と
と
も
に
、
安
価
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
が
で
き
る
よ
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
に
向
け
た
取
り
組
み

を
推
進
し
ま
す
。

【
主
な
継
続
・
拡
充
事
業
】

▼
循
環
型
社
会
、
低
炭
素
社
会
の

実
現
に
向
け
た
「
エ
コ
・
エ
ネ
総

合
対
策
事
業
費
補
助
金
」

　

複
雑
多
様
化
す
る
災
害
に
対
し
、

迅
速
か
つ
的
確
に
対
処
し
、
効
率

的
・
効
果
的
な
活
動
が
で
き
る
よ

う
消
防
防
災
施
設
や
安
全
装
備
品

の
充
実
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
に
即
し
た
消
防
団
編
成
を
踏

ま
え
た
団
員
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
化
、
国
際
化
、
車

社
会
に
よ
る
広
域
化
、
情
報
化
社

会
な
ど
の
進
展
に
よ
り
、
特
に
も

高
齢
者
や
青
少
年
が
巻
き
込
ま
れ

る
交
通
事
故
や
犯
罪
が
急
増
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
関
係
団
体
と
協

力
し
、
指
導
お
よ
び
啓
発
活
動
に

努
め
ま
す
。

【
主
な
新
規
事
業
】

▼
自
然
災
害
に
迅
速
か
つ
、
的
確

な
対
応
を
行
う
た
め
「
超
高
密
度

気
象
観
測
・
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
」

へ
の
加
入
・
利
用

▼
各
種
災
害
発
生
時
に
お
い
て
、

大
量
の
防
災
資
機
材
を
円
滑
に
搬

送
す
る
た
め
「
資
機
材
搬
送
車
」

の
購
入

【
主
な
継
続
・
拡
充
事
業
】

▼
若
年
層
お
よ
び
機
能
別
団
員
の

確
保
に
向
け
た
「
消
防
団
員
確
保

対
策
事
業
」

▼
複
雑
多
様
化
す
る
災
害
活
動
か

ら
消
防
団
員
を
守
る
た
め
の
「
安

全
装
備
品
整
備
事
業
」

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど

に
よ
り
、
町
を
取
り
巻
く
社
会
情

勢
が
変
化
す
る
中
、
住
民
か
ら
の

行
政
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
お
り
、

時
代
に
即
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
た
め
に
、
安
定
的

な
財
政
運
営
を
維
持
し
、
効
率
的

か
つ
持
続
可
能
な
行
政
運
営
を
進

め
ま
す
。

　

ま
た
、
盛
岡
広
域
中
枢
都
市
圏

構
想
の
推
進
や
広
域
市
町
と
の
連

携
強
化
を
図
り
、
さ
ら
な
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
事
務
の
効
率

化
に
努
め
ま
す
。

【
主
な
新
規
事
業
】

▼
新
庁
舎
建
設
に
係
る
基
本
的
条

件
を
定
め
る
た
め
の
「
新
庁
舎
建

設
基
本
構
想
策
定
支
援
業
務
」

▼
勤
労
世
帯
や
若
者
な
ど
が
納
税

し
や
す
い
環
境
を
充
実
し
、
納
税

意
識
の
高
揚
と
徴
収
事
務
の
効
率

化
を
図
る
た
め
の
「
コ
ン
ビ
ニ
収

納
シ
ス
テ
ム
導
入
経
費
」

▼
国
民
の
利
便
性
向
上
と
行
政
手

続
き
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
導

入
さ
れ
た
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
普
及
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
推
進
」

▼
国
保
制
度
改
革
に
よ
り
、
平
成

30
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
広
域
化

に
円
滑
に
移
行
す
る
た
め
準
備
を

進
め
る
「
平
成
30
年
度
国
保
・
都

道
府
県
化
の
推
進
」

【
主
な
継
続
・
拡
充
事
業
】

▼
町
の
決
算
に
係
る
財
務
諸
表
へ

の
移
行
の
た
め
の
「
地
方
公
会
計

財
務
書
類
作
成
支
援
業
務
」

７
策施

協
創
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

８
策施

快
適
に
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　

生
活
環
境
の
創
出

９
策施

自
然
と
共
生
し
地
域
の
豊
か
な

　

資
源
を
活
用
す
る
ま
ち
づ
く
り

10
策施

こ
こ
ろ
穏
や
か
に
安
全
安
心
に

　
　

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り

11
策施

広
域
行
政
の
推
進
と

　
　
　
　

行
財
政
運
営
の
合
理
化

昭
和
49
年
に
建
設
さ
れ
、
老
朽
化
が
著

し
い
役
場
庁
舎
。
新
庁
舎
建
設
に
向
け

た
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
す

訓
練
の
成
果
を
競
う
町
の
消
防
操
法
競

技
会
。
災
害
活
動
か
ら
消
防
団
員
を
守

る
た
め
安
全
装
備
品
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
消
防
団
員
の
確
保
に
努
め
ま
す

町
中
心
部
の
バ
イ
パ
ス
道
路
機
能
を
有

す
る
町
道
茶
屋
場
田
子
線
。
早
期
完
成

を
目
指
し
、
改
良
工
事
を
進
め
ま
す

（
写
真
は
田
の
沢
地
区
）

平
成
７
年
に
建
設
さ
れ
た
、
く
ず
ま
き

斎
苑
（
火
葬
場
）
。
経
年
劣
化
し
て
い

る
炉
を
中
心
に
改
修
工
事
を
行
い
、
施

設
の
延
命
化
を
図
り
ま
す
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　鈴木町長の施政方針演述に
続き、竹川高行教育委員長が
述べた教育行政方針の内容を
紹介します。

一般会計
　平成28年度に実施した養護老人ホーム葛葉
荘整備工事、葛巻病院改築事業など大型事業に
対する支出が減少したことから、前年度比23.5
％減の総額52億7,361万円となっています。

特別会計
　国民健康保険事業、農業集落排水事業、後期
高齢者医療事業の３つの会計の合計額が、14
億7,706万円で、前年度比2.0％の減となって
おり、一般会計と３つの特別会計の合計額は、
67億5,067万円となり、前年度比19.7％の減
となっています。

企業会計
　病院事業会計が病院改築事業費の減により支
出ベースで19億9,589万円となり、前年度比
37.3％の減、水道事業会計については、新年度
から新たに企業会計に移行するため前年度との
比較はできませんが、支出ベースで４億6,035
万円となっています。

総予算額
　養護老人ホーム葛葉荘整備工事、病院建設費
繰出金、災害復旧事業、江刈地区水道整備事
業など、平成29年度に繰り越される事業費は、
総額で25億42万円で、全ての会計の当初予算
額と繰越予算額を合せた総予算額は117億733
万円となっています。

一般会計の歳出
　各分野においてハード事業、ソフト事業のバ
ランスと事業の選択と集中を念頭に置き、保育
料の第２子の無料化、高齢者等外出支援（タク
シー利用助成）、公営学習塾の開設に向けた準
備など、各世代が安心・安全に暮らせるまちづ
くりに向けた経費のほか、 ▼地域おこし協力隊
導入事業　 ▼定住対策住宅取得支援事業　 ▼葛
巻町スポーツツーリズム奨励補助金　 ▼小屋瀬
小校舎改修事業　 ▼総合運動公園スポーツコー
ト人工芝生化改修工事　 ▼障がい児通学支援事
業など、新たな事業を計上しました。

会計名 予算額 伸び率
一般会計 52億7,361万円 △ 23.5％
特
別
会
計

国民健康保険事業勘定 12億 353万円  △   3.0％
農業集落排水事業 2億 427万円 3.6％
後期高齢者医療事業 6,926万円 0.3％
　　　　小計 14億7,706万円 △   2.0％

合計 67億5,067万円 △ 19.7％

一般会計予算／特別会計予算

　平成29年度当初予算は「人口減少対策予算」と位置づけ、移住・定住対策、子
育て支援対策、交流人口拡大対策などに重点を置き、短期的に成果が現れるよう
な取り組みのための予算としています。特にも、20代、30代の若い世代の移住者
・定住者の確保を加速化させていかなければならないことから、子育て世代の住環
境に関する事業や、暮らし体験ツアー、インターンシップ受け入れ、スポーツツ
ーリズム奨励事業などの交流に関する事業に積極的に取り組みます。

　

次
の
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
「
生
き
る
力
」
を
身
に
つ
け
、

将
来
に
わ
た
り
夢
を
持
ち
、
健
や

か
に
成
長
で
き
る
よ
う
学
校
教
育

の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
全

て
の
町
民
が
生
涯
を
通
じ
て
健
康

で
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
文
化
に
親
し
み
、

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
の
環
境

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

教
育
の
充
実

　

豊
か
な
情
操
と
感
性
を
磨
き
集

中
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
た

保
育
園
と
児
童
館
に
お
け
る
バ
イ

オ
リ
ン
教
室
を
継
続
す
る
ほ
か
、

保
育
料
に
つ
い
て
年
長
児
と
第
３

子
の
無
料
化
に
加
え
て
、
第
２
子

を
無
料
化
し
、
子
育
て
世
代
の
経

済
的
な
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
は
、
児
童
生
徒
の
生

き
る
力
を
支
え
る
確
か
な
学
力
、

豊
か
な
心
、
健
や
か
な
体
を
総
合

的
に
育
む
こ
と
を
教
育
目
標
と
し

て
、
保
育
園
、
小
中
学
校
、
高
校

の
枠
を
超
え
た
教
育
連
携
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
学
習

や
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
じ
て
、
地

域
社
会
に
貢
献
で
き
る
児
童
生
徒

の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
導
入
し
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
を
有
効
活
用

し
な
が
ら
、
よ
り
分
か
り
や
す
い

授
業
の
実
現
を
目
指
す
ほ
か
、
一

人
ひ
と
り
の
能
力
や
特
性
に
応
じ

た
学
び
や
、
子
ど
も
た
ち
同
士
が

学
び
合
う
協
働
的
な
学
び
を
実
践

し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
建
築
か
ら

44
年
が
経
過
し
た
小
屋
瀬
小
学
校

校
舎
を
改
修
し
、
快
適
な
教
育
環

境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

葛
巻
高
校
は
、
隣
接
市
町
へ
の

通
学
バ
ス
の
運
行
や
山
村
留
学
制

度
な
ど
に
よ
り
、
一
定
の
入
学
者

を
確
保
し
て
お
り
、
今
後
も
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
の
た
め
に
支
援

を
継
続
し
ま
す
。

生
涯
学
習
の
充
実

　

引
き
続
き
学
び
の
機
会
や
学
習

情
報
の
提
供
に
努
め
、
各
種
事
業

を
展
開
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
保
育
園
や
児
童
館
で

取
り
組
ん
で
き
た
バ
イ
オ
リ
ン
教

室
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
小
学
校

入
学
後
も
継
続
し
て
バ
イ
オ
リ
ン

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
「
親

子
バ
イ
オ
リ
ン
教
室
」
を
開
催
す

る
な
ど
、
生
涯
学
習
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
り
ま
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

　　

町
民
が
生
涯
を
通
じ
て
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し

み
な
が
ら
、
健
康
増
進
と
体
力
向

上
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
指
導
者
の
養
成
や
ス
ポ
ー
ツ

に
ふ
れ
あ
う
機
会
の
拡
充
を
図
り

ま
す
。

　

新
た
に
「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
奨
励
事
業
」
に
取
り
組
み
、
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
や
各
種
大
会

の
開
催
奨
励
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
町
の
交
流
人
口
の
増
加
と

活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

  

総
合
運
動
公
園
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
を
テ
ニ
ス
や
フ
ッ
ト
サ
ル
な

ど
多
目
的
に
利
用
で
き
る
人
工
芝

の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ト
と
し
て
改
修

し
、
さ
ら
な
る
施
設
機
能
や
利
便

性
の
向
上
を
図
り
、
町
民
の
健
康

増
進
の
場
と
し
て
提
供
し
ま
す
。

文
化
の
創
造
と
継
承

　

町
民
が
地
域
を
愛
し
文
化
に
誇

り
を
持
ち
、
地
域
全
体
の
文
化
環

境
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、
担

い
手
の
発
掘
と
育
成
が
重
要
で
あ

り
、
発
表
会
開
催
や
伝
承
活
動
、

記
録
保
存
に
取
り
組
み
ま
す
。

教育
行政方針

当初
予算

人口減少対策に重点 予算総額117億円

自主財源
15.1％

依存財源 84.9％

地方交付税 28億9,600万円
（54.9％）

国・県支出金
7億4,925万円
（14.2％）

分担金および負担金
6,199万円
（1.2％）
使用料および手数料
5,036万円
（1.0％）
その他の自主財源
2億1,191万円
（4.0％）

その他の依存財源
1億8,020万円
（3.4％）

町債
6億5,190万円
（12.4％）

民生費
10億5,381万円
（20.0%）

民生費
10億5,381万円
（20.0%）

民生費
10億5,381万円
（20.0%）

公債費
6億656万円
（11.5%）

公債費
6億656万円
（11.5%）

公債費
6億656万円
（11.5%）

衛生費
8億881万円
（15.3%）

衛生費
8億881万円
（15.3%）

衛生費
8億881万円
（15.3%）

総務費
6億9,484万円
（13.2%）

総務費
6億9,484万円
（13.2%）

総務費
6億9,484万円
（13.2%）

農林水産業費
4億6,450万円
（8.8%）

農林水産業費
4億6,450万円
（8.8%）

農林水産業費
4億6,450万円
（8.8%）

土木費
5億9,005万円
（11.2%）

土木費
5億9,005万円
（11.2%）

土木費
5億9,005万円
（11.2%）

教育費
4億6,190万円
（8.7%）

教育費
4億6,190万円
（8.7%）

教育費
4億6,190万円
（8.7%）

消防費
2億6,785万円
（5.1%）

消防費
2億6,785万円
（5.1%）

消防費
2億6,785万円
（5.1%）

商工費
1億4,131万円
（2.7%）

商工費
1億4,131万円
（2.7%）

商工費
1億4,131万円
（2.7%）

町税
4億7,200万円
（8.9％） その他

1億898万円
（2.1%）

その他
1億898万円
（2.1%）

その他
1億898万円
（2.1%）

災害復旧費
7,500万円
（1.4%）

災害復旧費
7,500万円
（1.4%）

災害復旧費
7,500万円
（1.4%）

自主財源
15.1％
自主財源
15.1％
自主財源
15.1％

依存財源 84.9％依存財源 84.9％依存財源 84.9％

地方交付税 28億9,600万円
（54.9％）

地方交付税 28億9,600万円
（54.9％）

地方交付税 28億9,600万円
（54.9％）

国・県支出金
7億4,925万円
（14.2％）

国・県支出金
7億4,925万円
（14.2％）

国・県支出金
7億4,925万円
（14.2％）

分担金および負担金
6,199万円
（1.2％）

分担金および負担金
6,199万円
（1.2％）

分担金および負担金
6,199万円
（1.2％）
使用料および手数料
5,036万円
（1.0％）

使用料および手数料
5,036万円
（1.0％）

使用料および手数料
5,036万円
（1.0％）
その他の自主財源
2億1,191万円
（4.0％）

その他の自主財源
2億1,191万円
（4.0％）

その他の自主財源
2億1,191万円
（4.0％）

その他の依存財源
1億8,020万円
（3.4％）

その他の依存財源
1億8,020万円
（3.4％）

その他の依存財源
1億8,020万円
（3.4％）

町債
6億5,190万円
（12.4％）

町債
6億5,190万円
（12.4％）

町債
6億5,190万円
（12.4％）

民生費
10億5,381万円
（20.0%）

公債費
6億656万円
（11.5%）

衛生費
8億881万円
（15.3%）

総務費
6億9,484万円
（13.2%）

農林水産業費
4億6,450万円
（8.8%）

土木費
5億9,005万円
（11.2%）

教育費
4億6,190万円
（8.7%）

消防費
2億6,785万円
（5.1%）

商工費
1億4,131万円
（2.7%）

町税
4億7,200万円
（8.9％）

町税
4億7,200万円
（8.9％）

町税
4億7,200万円
（8.9％） その他

1億898万円
（2.1%）

災害復旧費
7,500万円
（1.4%）

一般会計予算 52億7,361万円 の内訳

歳入

歳出

会計名 予算額 伸び率

国民健康保険
病院事業

収益的収入 9億7,458万円 △   1.5％
収益的支出 13億2,544万円 39.8％
資本的収入 6億6,301万円 △ 70.1％
資本的支出 6億7,045万円 △ 70.0％

水道事業

収益的収入 1億7,365万円
新年度から新
たに企業会計
に移行します

収益的支出 1億9,674万円
資本的収入 2億6,361万円
資本的支出 2億6,361万円

企業会計予算
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小学校入学後も取り組むことができる「親子バイオリン教室」を開催します
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【新】過疎地域集落再編整備事業調査業務　100万円
　　　集落再編に関する調査業務

【継】子育て支援住宅整備事業　3,500万円
　　　子育て世代向けの定住住宅の整備

【新】地域おこし協力隊員関連経費　2,278万円
　　　地域おこし協力隊員制度を活用して町の魅力となる新規分野の開拓など

【新】くずまき暮らし体験ツアー業務　200万円
　　　町への移住を検討する方への移住体験ツアーを実施

【新】子育て世代移住者住宅取得支援事業　550万円
　　　移住者の住宅取得に対する助成

【新】定住対策住宅取得支援事業　1,100万円
　　　定住町民の新規住宅取得に対する助成

【新】公営学習塾開設準備業務　30万円
　　　高校生の学力向上に向けた公営学習塾の開設準備経費

【新】新庁舎建設基本構想策定支援業務　100万円
　　　老朽化した役場庁舎の改築に向けた基本構想を策定

【新】葛巻型インターンシップ受入業務　30万円
　　　大学生の町内事業所でのインターンシップを通じた産学官連携の推進

【新】くずまき出会いサポート協議会補助　50万円
　　　結婚を望む男女の婚活をサポートする協議会を新設

【新】収納支援システム改修業務　724万円
　　　コンビニでの納付環境整備により町民の利便性向上と収納率の向上を図る

　

総
務
費

【新】高齢者等外出支援事業（タクシー利用助成）　192万円
　　　外出困難高齢者などが移動にタクシーを利用した際の費用の一部を助成

【新】特別支援学校通学支援事業（スクールバス運行）　278万円
　　　特別支援学校へ遠距離通学している児童生徒のためのスクールバスを運行

【新】障がい者職場実習事業　20万円
　　　障がい者の就労拡大に向け、職場実習の受け入れ事業者に対して助成

【新】短期集中予防サービス（介護予防サービスＣ）　203万円
　　　介護予防に向けた短期集中型の運動機能訓練事業を実施

【拡】保育料軽減の拡充
　　　保育料の年長児無料、世帯第３子無料に加え、世帯第２子を無料化

　

民
生
費

【拡】不妊治療費助成　90万円
　　　特定不妊治療に加え、男性不妊治療、一般不妊治療に対し助成

【継】マタニティライフサポート金（妊婦健診応援助成金）　200万円
　　　妊婦健診に係る交通費や出産準備用品の購入費用、出産に係る宿泊費用を助成

【新】通院バス更新事業　900万円
　　　老朽化した通院バスの更新

【新】くずまき斎苑大規模改修事業　650万円
　　　経年劣化している火葬場の炉を中心とした改修を実施

【新】火葬炉改修期間増額費用負担金　90万円
　　　火葬場改修期間中に他の施設を利用した場合の負担増差額分を負担

　

衛
生
費

【新】農畜産業推進研修助成　100万円
　　　意欲的な農業従事者を対象としたスキルアップのための自己研修費の一部を助成

【新】畜産労働力負担軽減対策事業　300万円
　　　畜産業従事者の高齢化などに伴う労働負担軽減に向けた新規設備導入に係る助成

【新】草地畜産基盤整備事業　3,900万円
　　　効率的・安定的な酪農経営に向けた草地などの基盤整備事業

【新】バイオマス廃熱利用作物検討業務　120万円
　　　畜ふんバイオマス発電設備の廃熱利用施設に最適な園芸作物の検討業務

　

農
林
水
産
業
費

【新】は新規事業
【拡】は拡充事業
【継】は継続事業
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※５月全戸配布予定

昨年度の町民向け予算書

▲

▲昨年８月の台風10号で被害を
受けた道路や河川、橋、農業施設
などの早期復旧に努めます（写真
は町道本木遠矢場線の崩落現場）

▲豪華絢爛な４台の山車と郷土芸
能が練り歩く「くずまき秋まつり」
には毎年、町内外から大勢の観衆
が詰めかけます。秋まつりを観光
資源として広く誘客を図ります

▲昭和47年に建設され、老朽化
が著しい小屋瀬小学校の校舎。快
適性の向上に向け、各教室の断熱
工事などを実施します

　

商
工
費

【新】個人商店等誘客環境改善事業　300万円
　　　個人商店などの誘客環境改善に向けたトイレなどの改修費用に対し助成
【継】成功店モデル創出・波及事業　100万円
　　　経営改善の専門家の指導による個店の経営力アップを商店街全体へ波及させる
【継】くずまき型観光産業若者起業・雇用創出事業　2,000万円
　　　観光振興を通じたまちづくり人材の育成と若者の起業支援、雇用創出を目指す
【新】くずまき秋まつり実行委員会誘客支援事業　70万円
　　　くずまき秋まつりを観光資源として広く誘客を図る
【継】グリーンテージ改修事業　6,250万円
　　　既存浴室の改修、本館改修工事設計業務など

　

土
木
費

【新】私道橋災害復旧対策事業　200万円
　　　災害により被災した私道橋の復旧事業費の一部を助成
【継】道路長寿命化修繕工事　3,000万円
　　　舗装面損傷が激しい路線の長寿命化修繕（小屋瀬塚森線、荒谷上外川線）
【継】道路施設定期点検業務　2,000万円
　　　道路・橋りょうの適正な管理に向け５年ごとの定期点検を実施
【継】町道茶屋場田子線道路改良事業　2億5,000万円
　　　設計・登記、道路改良工事、用地取得、物件移転補償
【継】町道葛巻浦子内線改良事業　4,200万円
　　　登記、橋りょう実施設計、用地取得、物件移転補償
【継】町道愛羅瀬線改良事業　2,030万円
　　　登記、橋りょう実施設計、用地取得、物件移転補償
【新】馬渕橋長寿命化修繕工事　3,500万円
　　　橋りょうの適正管理と寿命延伸に向けた馬渕橋の長寿命化修繕
【新】町営住宅長寿命化修繕工事　1,500万円
　　　町営住宅の長寿命化修繕を実施しライフサイクルコストの低減を図る

消
防
費

【新】資機材搬送車整備事業　650万円
　　　災害および火災発生時に対策資機材を運搬するための車両を整備
【新】POTEKA気象情報利用許諾証　152万円
　　　町内５カ所に設置して気象データを収集・分析し、予測される災害に未然に対応

　

教
育
費

【継】山村留学事業　613万円
　　　県内外から受け入れ、町の持つフィールドを活かした教育の充実を図る
【新】小屋瀬小学校校舎改修事業　2,600万円
　　　老朽化した校舎の快適性向上に向け各教室の断熱工事などを実施
【新】親子バイオリン教室　122万円
　　　小学校入学後も継続してバイオリンを学べる環境を整備
【新】総合運動公園スポーツコート人工芝生化改修工事　8,000万円
　　　現ゲートボール場の人工芝生化・多用途化工事
　　　（ゲートボール、テニス、フットサルなどの利用を可能にする）
【新】町スポーツツーリズム奨励事業　230万円
　　　合宿団体や大会誘致団体などへ運営費や宿泊費などを助成

災　害
復旧費

【継】公共土木施設災害復旧事業　7,500万円
　　　平成28年発生の台風10号災害に係る公共土木
　　　施設災害復旧（平成29年度国庫補助分）

＝農業集落排水事業＝
【継】町設置型浄化槽建設事業　4,325万円

特別
会計 

＝国民健康保険病院事業＝
【新】葛巻病院本館解体・外構工事　4億1,800万円

＝水道事業＝
【継】江刈地区水道整備事業　1億9,748万円

企業
会計

当初
予算

詳しくは
町民向け予算書を
ご覧ください



広報くずまき・平成29年４月１日〔14〕〔15〕平成29年４月１日・広報くずまき

補助
制度

江刈地区水道整備工事は継続して進めます

子育て世代移住者住宅取得支援事業
問総務企画課 ☎66-2111 内線224

■対象者　　①町外に住民登録し、居住実態がある人で町内に移住する人
　　　　　　②小学生以下の子どもがいる人または年齢の合計が80歳未満の夫婦
　　　　　　③取得する住宅の共有持分を1/2以上、所有権登記すること
　　　　　　④税金などの滞納がないこと　⑤生活保護を受けていないこと
■対象住宅　①平成29年４月１日以降に町内に取得（所有権登記）する住宅
　　　　　　②申請者が居住するための住宅で、浴室、トイレなどを備え、床
　　　　　　　面積50㎡以上または２ＤＫ以上の住宅
　　　　　　※対象外の住宅　別荘など一時的に使用する住宅や賃貸、販売目
　　　　　　　的の住宅／３親等以内の親族から購入する住宅／公共事業の移
　　　　　　　転補償など国、県の事業で取得する住宅／リフォーム工事
■補助金額

内訳 上限額
新築 中古

基本額（対象経費の1/2） 200万円 100万円
若年夫婦加算（夫婦の合計年齢70歳未満） 50万円 50万円
子ども加算
（18歳未満の子ども１人につき50万円） 150万円 150万円

※土地の取得費用、外構工事、車庫などの付帯設備は対象外
※補助金の額が対象経費を上回るときは対象経費が上限

 平成31年度までの３年間限定
 Ｕ・Ｉターン家族の住宅取得を支援  最大400万円新規

定住対策住宅取得支援事業
問総務企画課 ☎66-2111 内線224

■対象者　　①町に住民登録している人（年齢や家族構成などの制限なし）
　　　　　　②取得する住宅の共有持分を1/2以上、所有権登記すること
　　　　　　③税金などの滞納がないこと　④生活保護を受けていないこと
■対象住宅　①平成29年４月１日以降に町内に取得（所有権登記）する住宅
　　　　　　②申請者が居住するための住宅で、浴室、トイレなどを備え、床
　　　　　　　面積50㎡以上または２ＤＫ以上の住宅
　　　　　　※対象外の住宅　「子育て世代移住者住宅取得支援事業」と同じ
■補助金額　 ▽新築住宅の建築・購入　取得費用の1/2（上限は100万円）
　　　　　　 ▽中古住宅の購入　　　　取得費用の1/2（上限は50万円）
　　　　　　※土地の取得費用、外構工事、車庫などの付帯設備は対象外
　　　　　　【経過措置】平成29年３月31日以前に契約し、平成29年度に完成する
　　　　　　　　　　　　物件は30万円が上限

 平成31年度までの３年間限定
 町民の皆さんの住宅取得を支援　最大100万円新規

高齢者等外出支援事業
問健康福祉課 ☎66-2111 内線152

■対象者
　町に住民登録があり、在宅生活を送っている高齢者や
障がい者で次のいずれかに該当する人
①75歳以上の高齢者（昭和18年４月１日以前生まれの人）
②身体障害者手帳１級の交付を受けている人　
③身体障害者手帳２級の交付を受けている人で「視覚」
　「下肢」「体幹」のいずれかに障がいのある人
④療育手帳の交付を受けている人　⑤精神障害者保健福
祉手帳１級または２級の交付を受けている人
■助成金額
　「タクシー利用助成券」は、利用料金が１回につき1,000
円以上の場合に１枚利用することができます（月４回まで）。

 75歳以上の高齢者、重度の障がい者が対象 
 タクシー利用料金の一部を助成新規

タクシー利用料金 助成金額
1,000円～ 5,000円 利用料金の1/2

5,001円～ 7,500円 利用料金から
2,500円を差し引いた額

7,501円以上 5,000円
■「タクシー利用助成券」の交付
　健康福祉課で交付申請手続きができます。手続きには、
印鑑と身分証明書が必要です。

個人商店等誘客環境改善事業
問総務企画課 ☎66-2111 内線225

■対象事業者　町内で町が指定する業種を経営する個人事業主または法人　
■対象工事　　売り場への顧客用水洗トイレの設置に係る工事で、町内の事業
　　　　　　　者による施工であること。
　　　　　　　※工事実施前の補助金申請が必要です。
■補助金額　　水洗トイレの設置に要する経費の総額で、上限は150万円

 商店などの顧客サービス環境の改善を支援 
 水洗トイレの設置工事　最大150万円新規

　これまで町水道は、簡易水道施設と飲料水供給施設で運営し
てきましたが、４月から水道事業として一つの事業となります。
　町の簡易水道事業統合計画に基づき実施するもので、水道
サービスの安定化、経営状況の透明化や資産の明確化を図り、
効率的な運営、管理を実施することを目的としています。
　水道料金の支払い方法や水道水の給水、管理方法などは従前
どおりですが、毎月の検針票や納付書などの名称が変わります。

問建設水道課 ☎66-2111 内線248

検針票や納付書などの名称が変わります

快適な住まいづくり応援事業
問総務企画課 ☎66-2111 内線225

■対象者
①町に住民登録があり、対象住宅に居住している当該住
　宅の所有者または同居している人
②税金などの滞納がないこと
■対象住宅　自己の居住用で、建築後５年以上経過
■対象工事
　町内の事業者による施工で、工事費が30万円以上
　※工事実施前の補助金申請が必要です。
■補助金額　工事費の1/5で、上限は15万円

 居住環境の向上を支援 
 住宅の改修工事　最大15万円継続

商店等設備導入支援事業
問総務企画課 ☎66-2111 内線225

■対象事業者　
　町内で小売業、飲食サービス業、生活関連サービス業を
10年以上営む個人事業主または資本金１千万円以下の法人
■対象事業
①機器・設備取得の合計が10万円以上
②店舗リフォーム工事が30万円以上
※事業実施前の補助金申請が必要です。
■補助金額　対象経費の2/3で、上限は50万円

 商店や飲食店などの経営を支援 
 設備導入・店舗改装　最大50万円継続

４
月
か
ら
新
た
な

水
道
事
業
が
ス
タ
ー
ト

くずまき型持続可能な産業づくり支援事業
問総務企画課 ☎66-2111 内線225

■対象者　町内の商工業者など
■事業メニュー　①ものづくり人材育成事業　②経営品
　質向上事業　③後継者育成事業　④起業家支援事業　
　⑤電子化推進事業　⑥新分野開拓・連携支援事業
　※事業実施前の補助金申請が必要です。
■補助金額　対象経費の1/2 ～ 2/3で、上限は事業メ　
　ニューにより50万円～ 200万円

 商工業者の持続的な経営を総合的に支援
 人材育成や新分野開拓　最大200万円継続

中小企業振興資金融資制度
問総務企画課 ☎66-2111 内線225

■対象者　町内の中小企業者
■融資区分および融資期間
　運転資金　1,000万円以内（５年以内）
　設備資金　1,000万円以内（７年以内）
■利子および保証料補給率
　利子＝年1.5％以内　保証料＝全額

 商工業者の事業円滑化のための融資制度
 利子と保証料を補給(助成)します継続

ご
利
用
く
だ
さ
い

葛
巻
町
だ
け
の
補
助
金
制
度

　制度内容や申請方法な
ど詳しくは、チラシまたは
町のホームページをご覧
になるか、担当課に気軽に
お問い合わせください。



〔17〕平成29年４月１日・広報くずまき 広報くずまき・平成29年４月１日〔16〕

葛巻町国民健康保険運営協議会

　任期満了に伴う葛巻町国民健康保険運
営協議会委員の委嘱状交付式が２月23日、
グリーンテージで行われ、委員それぞれに
鈴木重男町長が委嘱状を手渡しました。委
員の任期は平成30年12月31日までの２年
間です。
　運営協議会は、国民健康保険法により保
険者である市区町村に設置が義務付けられ
れており、国民健康保険税の税率や給付内
容など国民健康保険事業の運営に関する重
要事項を審議する機関です。
　当町の運営協議会は、９人の委員で組織
し、公益代表３人、保険医等代表３人、被
保険者代表３人で構成されています。

葛巻町国民健康保険運営協議会委員

　 ▼公益代表
　　会長　　　　　和野 喜一さん（再任）
　　会長職務代理者　神谷 忠志さん（再任）
　　委員　　　　　楢山 道子さん（再任）

　 ▼保険医等代表
　　委員　西島 康之さん（再任）
　　委員　遠藤 憲正さん（再任）
　　委員　佐々木 崇さん（再任）

　 ▼被保険者代表
　　委員　八橋 　博さん（再任）
　　委員　村木 佳子さん（再任）
　　委員　鈴木 和子さん（再任）

　

葛
巻
福
祉
大
学（
中
田
直
雅
学
長
）

の
修
了
式
が
２
月
21
日
か
ら
３
月
５

日
ま
で
、
総
合
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
葛
巻
、

江
刈
、
西
部
、
北
部
の
４
地
区
か
ら

４
９
５
人
が
受
講
し
、
修
了
式
に
は

２
２
５
人
が
参
加
。
町
外
視
察
や
創

作
活
動
な
ど
１
年
間
の
学
習
の
成
果

を
振
り
返
り
、
新
年
度
に
向
け
て
学

び
の
意
欲
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

北
部
地
区
の
修
了
式
は
３
月
５
日

に
グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
、
小

田
、
星
野
、
田
野
、
冬
部
、
垂
柳
の 葛

巻
福
祉
大
学 

495
人
が
修
了

５
学
級
か
ら
受
講
生
80
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
修
了
式
前
に
最
終
教
室
も

行
わ
れ
、
健
康
福
祉
課
職
員
が
「
認

知
症
を
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
」

と
題
し
て
講
演
し
た
ほ
か
、ア
ニ
メ
・

サ
ザ
エ
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
に
扮

し
た
寸
劇
を
行
い
「
楽
し
み
な
が
ら

脳
と
身
体
を
使
い
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
食
事
を
心
掛
け
、
認
知
症
を
予
防

し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

修
了
式
で
は
中
田
学
長
が
「
熱
心

に
学
習
に
取
り
組
ま
れ
る
姿
は
、
若

い
世
代
へ
の
手
本
と
な
っ
た
。
ど
な

北部地区修了式の様子
▲健康福祉課職員によ
る寸劇。サザエさんの
それぞれの役に扮し、
分かりやすく認知症予
防を呼び掛けた

▼交流会で声高らかに
乾杯し、学びの意欲を
新たにした参加者

た
で
も
何
度
で
も
入
学
で
き
る
福
祉

大
学
に
、
来
年
度
も
入
学
し
て
い
た

だ
き
、
有
意
義
な
学
習
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
、

修
了
生
を
代
表
し
て
垂
柳
学
級
の
外

久
保
蔦
雄
さ
ん
が
「
楽
し
く
学
び
な

が
ら
心
豊
か
な
一
年
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
。
来
年
度
も
皆
さ
ん
と
一

緒
に
、心
身
共
に
健
康
で
学
び
ま
す
」

と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
の
葛
巻
福
祉
大
学
の

総
合
開
講
式
は
５
月
31
日
に
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

委員９人を委嘱

鈴木町長から委嘱状の交付を受ける葛巻町国民
健康保険運営協議会委員の皆さん

動画制作に取り組んだ
葛巻高の生徒ら（学年
は発表会時）。左から

石角　南
は

花
な

さん（１年）
向川原麻衣さん（２年）
六角　優希さん（２年）
江田　彩夏さん（２年）
星野　紗

み さ き

輝さん（２年）
本宮　和昌さん（２年）
岩脇　日

ひ な と

都さん（２年）
近藤 孝教諭（進路指導主任）

新
年
度
へ
向
け
、
学
び
の
意
欲
新
た

くずまき型ＤＭＯ
　

葛
巻
高
校
（
梅
津
久
仁
宏
校
長
、

生
徒
１
２
４
人
）
で
は
、
同
校
を
Ｐ

Ｒ
す
る
動
画
の
制
作
に
取
り
組
み
、

２
月
26
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
完
成

発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

動
画
制
作
は
、
観
光
産
業
を
活
性

化
さ
せ
、
人
口
減
少
の
歯
止
め
や
若

者
の
移
住
定
住
の
促
進
を
目
指
す
、

く
ず
ま
き
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業
の
一
環
。

こ
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
中
核
と
な
る
、
く
ず

ま
き
観
光
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
若

者
・
高
校
生
検
討
部
会
に
所
属
す
る

同
校
の
生
徒
７
人
が
、
葛
巻
高
校
を

町
が
誇
れ
る
魅
力
の
一
つ
と
位
置
付

け
、
昨
年
12
月
か
ら
制
作
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

発
表
会
に
は
約
40
人
が
出
席
。
生

徒
が
制
作
の
意
図
や
過
程
、
見
ど
こ

ろ
な
ど
を
説
明
し
た
後
、
動
画
を
上

映
。
葛
巻
高
校
の
魅
力
を
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
に
表
現
し
、
生
徒
の
葛
巻

愛
が
感
じ
取
れ
る
作
品
に
、
出
席
者

か
ら
は
笑
い
と
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
、

感
心
す
る
声
も
聞
こ
え
ま
し
た
。

　

動
画
は「
進
学
・
就
職
率
１
０
０
％
」

「
牛
乳
戦
争
」
と
名
付
け
た
２
本
で
、

企
画
か
ら
撮
影
ま
で
を
生
徒
が
、
編

集
は
業
者
が
担
当
し
ま
し
た
。
山
村

留
学
を
テ
ー
マ
と
し
た
次
回
作
に
も

期
待
が
か
か
り
ま
す
。

葛
高
生
発
の
Ｐ
Ｒ
動
画

葛
高
生
発
の
Ｐ
Ｒ
動
画
葛
巻
葛
巻
愛愛
を
形
に
し
た
２
本

を
形
に
し
た
２
本

「進学・就職率100％」
＝55秒＝

「牛乳戦争 MILK WAR」
＝2分10秒＝

※動画はインターネットの動画配信サイト「You Tube（ユーチュー
　ブ）」で配信しているほか、くずまきテレビでも放送しています。

若者・高校生検討部会

進路が決まらない３年生のための
対策講座が行われようとしていた

進路指導を担当する熱血教諭が教
室のドアを開けると…

対策講座の教室には生徒が１人も
いない…

３年生全員の進路が決定している
ことに驚く担当教諭

葛巻高校は４年連続、進学・就職
率100％を達成しているのです

葛巻高校には、公立高校としては
珍しく給食がある

給食には、くずまき高原牛乳が町
から無料提供されている

牛乳を飲むのは、食中か食後かを
激論する生徒たち

「くずまき高原牛乳の甘さはデザー
トで間違いねぇ」と食後派の生徒

いつ飲んでも葛巻の牛乳は「おい
しい！」と和解する生徒たち
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５月８日㊊
社会体育館 9:30 ～ 9:40
茶屋場自治会館 9:45 ～ 9:55
四日市コミュニティセンター 10:00 ～ 10:05
山伸水道工業所前 10:10 ～ 10:15
リサイクルセンター前 10:20 ～ 10:25
下上義光さん宅 10:30 ～ 10:35
大沢口橋 10:40 ～ 10:50
寺田公民館 10:55 ～ 11:05
元江刈支所 11:10 ～ 11:20
泉田公民館 11:25 ～ 11:30
栗山集乳所 11:35 ～ 11:40
五日市生活改善センタ－ 13:00 ～ 13:05
山岸・公園前 13:10 ～ 13:15
日渡橋 13:20 ～ 13:30
車門公民館 13:35 ～ 13:40
西里バス停 13:45 ～ 13:50
遠矢場林業研修センタ－ 13:55 ～ 14:00
延足章さん宅 14:05 ～ 14:10
旧馬淵小学校 14:15 ～ 14:20
馬淵農村婦人の家 14:25 ～ 14:30

５月11日㊍
平庭自工前 9:30 ～ 9:40
江刈川橋 9:45 ～ 9:50
星野勝秋さん宅 10:00 ～ 10:05
上鍋倉バス停 10:10 ～ 10:15
下鍋倉橋 10:20 ～ 10:25
鷹ノ巣公民館 10:30 ～ 10:35
鹿糠重光さん宅 10:40 ～ 10:50
星野生活改善センター 10:55 ～ 11:00
八幡勝幸さん宅 11:05 ～ 11:10
中村哲雄さん宅 12:50 ～ 12:55
森と風のがっこう 13:35 ～ 13:40
山中博道さん宅 13:45 ～ 13:50
外山利文さん宅 13:55 ～ 14:00
高山清吉さん宅 14:05 ～ 14:10
千葉一博さん宅  14:25 ～ 14:30
鈴木賀津雄さん宅 14:45 ～ 14:50
鈴木鉄雄さん宅 14:55 ～ 15:00
外村広さん宅 15:05 ～ 15:10

５月９日㊋
五葉窪バス停 9:30 ～ 9:35

黒森橋 9:40 ～ 9:45

九蔵坂バス停 9:50 ～ 9:55

旧農協小屋瀬支所  10:00 ～ 10:10

北陽重機前 10:15 ～ 10:20

志民沢バス停 10:25 ～ 10:30

元木バス停 10:35 ～ 10:40

山本久男さん宅 10:45 ～ 10:50

土谷川生活改善センタ－ 10:55 ～ 11:00

山本與八さん宅 11:05 ～ 11:10

山崎良雄さん宅 12:50 ～ 12:55

椛ノ木バス停 13:00 ～ 13:05

東舘光夫さん宅 13:10 ～ 13:15

東舘久さん宅 13:20 ～ 13:25

大下新一さん宅 13:35 ～ 13:40

中家重夫さん宅 13:50 ～ 13:55

芳田馨さん宅 14:00 ～ 14:05

５月12日㊎
抱石バス停 9:00 ～ 9:05
平船橋 9:10 ～ 9:15
古川戸橋 9:20 ～ 9:25
安孫沢入口 9:30 ～ 9:35
小田林業研修センター 9:40 ～ 9:45
境橋付近 9:50 ～ 9:55
田野構造改善センタ－ 10:00 ～ 10:05
馬渕橋 10:10 ～ 10:15
前里橋 10:20 ～ 10:25
名前端バス停 10:30 ～ 10:35
旧冬部小中学校 10:40 ～ 10:45
冬部生活改善センター 10:50 ～ 10:55
田屋橋 11:00 ～ 11:05
小倉商店前 11:10 ～ 11:15
田代コミュニティセンタ－ 11:35 ～ 11:40
給食センタ－前バス停 11:45 ～ 11:50
田子ふれあいセンター 11:55 ～ 12:00
役場裏堤防 12:05 ～ 12:15

長
兼
政
策
推
進
係
長
）　

▼
健
康
福
祉
課
副
主
幹

兼
介
護
係
長　

星
野
誠
子
（
健
康
福
祉
課
介
護

係
長
）　

▼
健
康
福
祉
課
保
健
師
長　

近
藤
真

理
子
（
健
康
福
祉
課
主
任
保
健
師
）　

▼
農
林
環

境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
農
政
振
興
室
長
兼
畜
産
係

長　

遠
藤
政
明
（
議
会
事
務
局
総
務
係
長
）　

▼

農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
林
政
振
興
室
長
兼

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
室
長
兼
林
政
係
長　

折
本

誠
（
農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
係

長
）　

▼
建
設
水
道
課
水
道
事
業
所
長
兼
水
道

係
長
兼
水
道
技
術
管
理
者　

和
野
康
弘
（
建

設
水
道
課
水
道
事
業
所
長
補
佐
兼
水
道
係
長
兼
水
道
技

術
管
理
者
）　

▼
建
設
水
道
課
地
域
整
備
室
長

兼
建
築
係
長
兼
農
村
整
備
係
長　

端
坂
徹（
建

設
水
道
課
副
主
幹
兼
農
村
整
備
係
長
）　

▼
葛
巻
病

院
副
看
護
師
長　

服
部
た
き
（
葛
巻
病
院
上
席

看
護
師
）　

▼
葛
巻
病
院
副
看
護
師
長　

鳥
居

美
智
子
（
葛
巻
病
院
上
席
看
護
師
）　

▼
葛
巻
病

院
上
席
看
護
師　

波
紫
麻
子
（
葛
巻
病
院
主
任

看
護
師
）　

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
幼
児
学
校

教
育
室
長　

中
崎
昌
之
（
政
策
秘
書
課
秘
書
係

長
）　

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
推
進

室
長
兼
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
長　

大
川
原
洋
一

（
教
育
委
員
会
事
務
局
幼
児
学
校
教
育
室
長
）　

▼
教

育
委
員
会
事
務
局
副
主
幹
兼
学
校
教
育
係
長

和
野
美
歌
（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
係
長
）

■
係
長
級
（
６
人
）

▼
総
務
企
画
課
広
聴
広
報
統
計
係
長　

星
野

千
晴
（
住
民
会
計
課
税
務
徴
収
係
長
）　

▼
政
策
秘

書
課
秘
書
主
査　

櫻
田
慎
（
総
務
企
画
課
主
任
）

▼
住
民
会
計
課
税
務
徴
収
係
長　

森
勇
一（
総

務
企
画
課
広
聴
広
報
統
計
係
長
）　

▼
農
林
環
境
エ

ネ
ル
ギ
ー
課
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
係
長　

橋
場

学
（
住
民
会
計
課
主
任
）　

▼
教
育
委
員
会
事
務

局
幼
児
教
育
係
長　

日
向
信
二
（
教
育
委
員
会

事
務
局
生
涯
学
習
主
査
）　

▼
議
会
事
務
局
総
務

係
長　

村
木
晋
介
（
教
育
委
員
会
事
務
局
幼
児
教

育
係
長
）　

学
療
法
士　

西
島
照
人　

▼
葛
巻
病
院
作
業

療
法
士　

野
表
恵
里
子　

▼
教
育
委
員
会
事

務
局
主
事
補　

桂
川
輝　

▼
葛
巻
保
育
園
分

園
五
日
市
保
育
園
保
育
士　

辰
柳
悠
樹　

■
退
職
者
（
７
人
）

▼
冬
村
一
彦
（
建
設
水
道
課
長
）　

▼
岩
泉
宇

昭
（
葛
巻
病
院
事
務
局
長
）　

▼
澤
口
節
子
（
議

会
事
務
局
長
）　

▼
鳩
岡
美
也
子
（
葛
巻
病
院
看

護
師
長
）　

▼
青
名
畑
幸
彦
（
建
設
水
道
課
主
幹

兼
水
道
事
業
所
長
）　

▼
觸
澤
益
男
（
総
務
企
画
課

自
動
車
管
理
主
任
）　

▼
山
本
貴
昭
（
葛
巻
病
院
作

業
療
法
士
）

■
再
任
用
（
５
人
）

▼
総
務
企
画
課
付
主
任
技
師
野
田
村
派
遣　

青
名
畑
幸
彦　

▼
住
民
会
計
課
主
任
主
事　

岩
泉
宇
昭　

▼
葛
巻
病
院
看
護
師　

中
田

愛
子　

▼
葛
巻
病
院
看
護
師　

鳩
岡
美
也

子　

▼
総
務
企
画
課
自
動
車
運
転
手　

触
沢

益
男

■
盛
岡
中
央
消
防
署
葛
巻
分
署

【
転
入
６
人
】
▼
分
署
長　

遠
藤
和
男
（
八

幡
平
消
防
署
）　

▼
分
署
長
代
理　

北
俣
宏
（
盛

岡
南
消
防
署
）
▼
消
防
士
長　

小
野
博
喜
（
盛

岡
西
消
防
署
）
▼
消
防
士
長　

大
沼
睦
（
盛
岡

南
消
防
署
仙
北
出
張
所
）　

▼
消
防
士
長　

千
田

健
児
（
滝
沢
消
防
署
）　

▼
消
防
士　

山
下
勇

太
郎
（
新
採
用
）

【
転
出
５
人
】
▼
分
署
長
代
理　

熊
谷
一
也

（
八
幡
平
消
防
署
へ
）　

▼
消
防
士
長　

柏
田
政

人
（
盛
岡
南
消
防
署
仙
北
出
張
所
へ
）　

▼
消
防
士

長　

川
原
司
（
盛
岡
西
消
防
署
繫
出
張
所
へ
）　

▼

消
防
士
長　

横
田
和
裕
（
盛
岡
中
央
消
防
署
へ
）

▼
消
防
士　

八
巻
翔
太
（
盛
岡
南
消
防
署
へ
）

■
岩
手
警
察
署
葛
巻
駐
在
所

【
転
入
１
人
】
▼
巡
査
部
長　

菊
池
浩
和
（
岩

手
警
察
署
）

■
課
長
級
（
11
人
）

▼
政
策
秘
書
課
長　

深
澤
口
和
則
（
健
康
福

祉
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）　

▼
会
計

管
理
者
兼
住
民
会
計
課
長
兼
水
道
事
業
企
業

出
納
員　

村
中
英
治
（
会
計
管
理
者
兼
住
民
会
計

課
長
）　

▼
健
康
福
祉
課
長
兼
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長　

楢
木
幸
夫
（
教
育
委
員
会
事

務
局
教
育
次
長
）　

▼
健
康
福
祉
課
主
幹
兼
健
康

推
進
室
長
兼
健
康
係
長　

石
角
則
行
（
教
育

委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
推
進
室
長
兼
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

係
長
）　

▼
建
設
水
道
課
長
兼
水
道
事
業
企
業

出
納
員　

中
山
優
彦
（
建
設
水
道
課
地
域
整
備
室

長
兼
建
築
係
長
）　

▼
葛
巻
病
院
事
務
局
長　

松

浦
利
明
（
農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
主
幹
兼
農
政
振

興
室
長
兼
畜
産
係
長
）
▼
葛
巻
病
院
看
護
師
長　

村
澤
さ
ち
子
（
葛
巻
病
院
副
看
護
師
長
）　

▼
教

育
委
員
会
事
務
局
教
育
次
長　

山
下
弘
司

（
政
策
秘
書
課
長
）　

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

千
葉
隆
則
（
健
康
福
祉
課
主
幹
兼
健
康
推
進
室
長

兼
健
康
係
長
）　

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
主
幹

兼
事
務
局
長
補
佐
兼
総
務
係
長　

落
合
咲

子
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
補
佐
兼
総
務
係
長
）　

▼

議
会
事
務
局
長　

服
部
隆
行
（
農
林
環
境
エ
ネ

ル
ギ
ー
課
林
政
振
興
室
長
兼
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
室
長
兼

林
政
係
長
）

■
室
長
級
（
14
人
）

▼
総
務
企
画
課
副
主
幹
兼
庶
務
係
長　

金
子

桂
子
（
総
務
企
画
課
庶
務
係
長
）　

▼
政
策
秘
書

課
政
策
秘
書
室
長
兼
政
策
推
進
係
長
兼
秘
書

係
長　

大
久
保
栄
作
（
政
策
秘
書
課
政
策
秘
書
室

■
主
任
級
（
３
人
）

▼
健
康
福
祉
課
主
任
保
健
師　

野
里
夕
佳

（
健
康
福
祉
課
保
健
師
）　

▼
健
康
福
祉
課
主
任

保
健
師　

岩
部
さ
ち
（
健
康
福
祉
課
保
健
師
）　

▼
健
康
福
祉
課
主
任
保
健
師　

工
藤
希
真
恵

（
健
康
福
祉
課
保
健
師
）

■
主
任
主
事
級
（
５
人
）

▼
総
務
企
画
課
主
任
主
事　

御
堂
地
翼
（
住

民
会
計
課
付
主
任
主
事
岩
手
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
派
遣
）　

▼
住
民
会
計
課
付
主
任
主
事
岩

手
県
地
方
税
特
別
滞
納
整
理
機
構
派
遣　

伊

藤
寛
治
（
住
民
会
計
課
主
任
主
事
）　

▼
健
康
福

祉
課
主
任
主
事　

橋
場
翔
（
健
康
福
祉
課
主
事
）

▼
健
康
福
祉
課
付
主
任
主
事
盛
岡
北
部
行
政

事
務
組
合
派
遣　

上
野
拓
城
（
同
）　

▼
建
設

水
道
課
主
任
技
師　

山
崎
佑
太
（
総
務
企
画
課

主
任
主
事
）　

■
主
事
級
（
９
人
）

▼
総
務
企
画
課
主
事　

桂
川
い
ず
み
（
住
民

会
計
課
主
事
）　

▼
総
務
企
画
課
主
事　

山
下

加
奈
世
（
総
務
企
画
課
主
事
補
）　

▽
総
務
企
画

課
主
事　

大
石
将
諭
（
総
務
企
画
課
主
事
補
）　

▼
住
民
会
計
課
主
事　

畠
山
駿
（
教
育
委
員
会

事
務
局
主
事
）　

▼
住
民
会
計
課
主
事　

澤
勇

摩
（
農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
主
事
補
）　

▼
葛
巻

保
育
園
保
育
士　

中
村
佳
那
子
（
葛
巻
保
育
園

分
園
江
刈
保
育
園
保
育
士
）　

▼
葛
巻
保
育
園
保

育
士　

折
元
祐
子
（
葛
巻
保
育
園
分
園
五
日
市
保

育
園
保
育
士
）　

▼
葛
巻
保
育
園
分
園
小
屋
瀬
保

育
園
保
育
士　

三
浦
誠
希
（
葛
巻
保
育
園
保
育

士
）　

▼
葛
巻
保
育
園
分
園
江
刈
保
育
園
保
育

士　

矢
吹
亜
衣
（
葛
巻
保
育
園
保
育
士
）

■
新
採
用
（
９
人
）

▼
総
務
企
画
課
主
事
補　

河
野
晃
大　

▼
住

民
会
計
課
主
事
補　

伴
野
早
紀　

▼
健
康
福

祉
課
保
健
師　

三
澤
栞　

▼
農
林
環
境
エ
ネ

ル
ギ
ー
課
主
事
補　

角
地
安
弘　

▼
建
設
水

道
課
技
師
補　

熊
谷
文
徳　

▼
葛
巻
病
院
理

人
事

異
動

　狂犬病は犬だけでなく人にも感染し、現在も全世界で
数万人の命を奪っている恐ろしい病気です。もし、国内
に狂犬病が侵入しても、犬が予防注射を受けていれば感
染は広がることはありません。犬も人も安心して暮らせ
るよう必ず犬に予防注射を受けさせましょう。

　 当日の持ち物

▼接種料金 3,100円（新規登録の場合はこのほかに3,000円）

▼通知はがき（４月下旬発送）　 　 ▼飼い犬手帳

　 注意事項

▼当日は、犬を抑えられる人が連れてきてください。

▼巡回会場で受けることができない場合は、指定獣医師へ
　連絡の上、同獣医師のところで接種するか、往診により
　接種してください。往診には別途料金が加算されます。
　※狂犬病予防注射指定獣医師
 　  村木 高史獣医師（五日市／☎68-2025）

あ
な
た
の
飼
い
犬
に
愛
情
と
責
任
を

問農林環境エネルギー課 ☎66-2111 内線143

5/8㊊
～ 12㊎

田の沢～茶屋場～四日市～江刈田代～小屋瀬～元木～土谷川～吉ケ沢江刈川～星野～浦子内～上外川～塚森平船～小田～田野～冬部～田代～田子

巡回注射を実施します
狂犬病予防

※ 犬が死亡した場合や、所有者が変わった場合は、農林環境エネルギー課へ届け出が必要です（印鑑と鑑札をご持参ください）

４月１日発令の町職
員などの人事異動を
お知らせします。
※(  )内は前職



町内の保育士ら研修会
楽しい読み聞かせ学ぶ

　町教育委員会主催の保育士研修会が３月10日、総合セ
ンターで開催され、町内保育園の保育士ら14人のほか、
園児約70人が参加しました。
　講師は、沿岸を中心に県内で絵本の読み聞かせなどのボ
ランティア活動を展開している花巻市のc

く ら う ん

lown･s
し ゅ が ー

ugarさ
ん。ピエロ姿で登場し、エレキギター演奏や手品などを織
り交ぜながら、表情豊かでリズミカルに絵本の読み聞かせ
を行い、子どもの心を引きつけるコツなどを伝授しました。
　江刈保育園の中村佳那子保育士は「子どもの引きつけ方
がとても上手で勉強になりました。今後、普段の保育に役
立ていきたい」と笑顔を見せました。

広報くずまき・平成29年４月１日〔20〕〔21〕平成29年４月１日・広報くずまき

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

楽器などを使いながら、くらうん・
しゅがーさん㊧と一緒に絵本の読
み聞かせをする保育士たち

担い手への農地の集約化を進めるため、会員や関係
機関の連携を確認し合う出席者

担い手に農地を集約化
協議会設立し連携確認

　農地をより使いやすくするため利用調整を進めていこう
と２月27日、大石・九蔵坂・鈴鹿口農地利用協議会（三
好政吉会長、会員20人）の設立総会が役場会議室で開催
され、規約や事業計画などが満場一致で承認されました。
　この３地区では、農地コーディネーターおよび農業委員
会が主体となり農地集積を進めてきました。町や県などの
関係機関とも連携しながら地域の話し合いを重ね、農地の
貸し借りにより集約化を図る「農地中間管理事業」を活用
し、担い手酪農家へ約21ヘクタールの農地の集積が行わ
れました。今後、町の農地集積モデル地区として、取り組
みが期待されます。

町屋で初のひなまつり
古民家が飾り引き立て

　町商工会女性部（近藤とし子部長）主催の「まちなかひ
なまつり」が３月１日から３日まで開催されました。平日
開催にも関わらず町内外から多くの人が訪れ、小物作りを
体験したり、甘酒や抹茶を味わいながら鑑賞に浸りました。
　今年で４回目となる同まつりは、新町地区の「町屋」で
初開催。昭和の風情漂う古民家が、色鮮やかなひな人形や
手作りのつるし飾りを引き立て、葛巻保育園児による踊り
の披露なども行われ、会場は終日にぎわいを見せました。
　近藤部長は「ひな飾りが町屋の雰囲気にとても合う。今
回はラジオでも宣伝した。今後も来場者が増える工夫をし
ながら長く続けていきたい」と力を込めました。

新しい進路へ向かって
葛巻高校37人が巣立つ

　葛巻高校（梅津久仁宏校長、生徒124人）の第47回卒
業式は３月１日、同校体育館で行われ、卒業する37人そ
れぞれが夢と希望を胸に、新しい進路に向けて学舎を巣立
ちました。
　梅津校長が卒業生一人一人に卒業証書を手渡し「グロー
バル社会で活躍するために、いつまでも好奇心旺盛に学び
続け、積極的に多くの人と出会い、失敗を恐れず経験を積
んでほしい」とはなむけの言葉を贈りました。
　続いて鈴木重男町長が「それぞれの道に進まれると思う
が、早い時期に活躍の場を葛巻に移し、町の次代を担う人
材になっていただきたい」と祝辞を述べました。

白熱のベルシャイン杯
西部ツッカーズ初優勝

　東日本大震災から６年目を迎えた３月11日、海の幸に
感謝しながら早期復興を応援しようと「三陸の食を味わう
夕べ」が主催のグリーンテージで開催されました。
　町民ら約140人が参加。はじめに、参加者全員で黙とう
をささげ、震災で亡くなられた方へのご冥福を祈りました。
鈴木重男町長は「震災を風化させてはならない。震災以降、
沿岸地域との交流が深まり、今後さらに深い絆で結ばれる
ようなまちづくりを進めていきたい」とあいさつしました。
　ジャズフルート奏者・佐々木優花さんのコンサートも行
われ、参加者は三陸産の新鮮魚介類をふんだんに使った料
理を味わいながら、心地よいジャズ演奏に酔いしれました。

震災の早期復興を応援
三陸の食を味わう夕べ

　第９回ベルシャインカップネオホッケー大会が３月26
日、社会体育館で開催され、岩手と青森の２県から12チー
ムが参加。予選リーグから順位決定戦まで全36試合が行
われ、西部ツッカーズが初優勝の栄冠に輝きました。
　この大会は、西部ネオホッケー倶楽部が主催。大会の名
称は、大会長を務める酪農業の鈴木満さん（小屋瀬）が経
営する牧場名「B

ベ ル

ell S
シ ャ イ ン

hine F
フ ァ ー ム

arm」に由来します。
　表彰式で觸澤義美副町長は「町ではこの４月に、宿泊費
などを補助するスポーツツーリズム奨励補助金制度を創設
します。次回以降はぜひ宿泊し、町の特産品を味わうなど
して交流をさらに深めていただきたい」と呼び掛けました。

葛巻保育園児がかわいらしい衣装で、ひなまつりに
ちなんだ踊りを披露するなど、会場は終日にぎわい
を見せた

未来への決意を胸に、梅津校長から卒業証書を受け
取る卒業生

決勝戦、緑のユニホームの西部ツッカーズが３対０で三
ツ岳ＳＣ新（青森県新里村）に勝利し、初優勝を果たし
た。５番は７点を挙げ最多得点選手に輝いた千葉澪さん

三陸の海の幸を味わいながら
佐々木優花さんのフルート演
奏に酔いしれた参加者



まちなかひなまつり【3/1 ～ 3・町屋】 第47回葛巻高校卒業式【3/1・卒業生37人】

フットサル女子チーム「M
メ ゲ

EGE.l
ルーチェ

uce」
カシオペア連邦(二　戸広域圏)女子大会で優勝

優勝を喜ぶMEGE.luceのメンバー。前列左から坂本唯さん（葛巻高１年）、八
幡櫻さん（葛巻高３年）、丸山綾香さん（葛巻高３年）、田向結衣さん（葛巻高２年）、
松山真奈華さん（不来方高１年）、柳岡有千花さん（葛巻高２年）、後列左から中
山美咲さん（野中）、千葉友絵さん（田子）、桂川いずみさん（浦子内）、寺田雪さん
（江刈馬渕）、皆川静香さん（江刈馬渕）。メンバーはこのほかに、鈴木智美さん（小
屋瀬）、野里加奈さん（田代）、向川原望玖さん（葛巻高１年）、家田和佳さん（葛
巻中３年）　※在籍校・学年は大会時のもの

　二戸地区サッカー協会主催の第20回カシオペア連邦フットサル
大会・女子の部が２月25日、二戸市総合スポーツセンターで開催
され、町代表のMEGE.luce（笹川昭文監督）が初優勝に輝きました。
　MEGE.luceは平成26年２月に結成。チーム名のMEGE（メゲ）
は方言の「めげぇ」、luce（ルーチェ）はイタリア語で「輝き」を
意味します。サッカー好きの女性が集まり、メンバーは中学生か
ら30代までの15人。「笑顔がキラリと輝く、めげぇサッカー女子」
を合言葉に、和気あいあいと活動しています。
　同大会への出場は今回で４回目。予選リーグを２勝０敗のグルー
プ１位で突破し、迎えた決勝トーナメントの準々決勝、準決勝も
快勝。決勝戦の相手は八戸市の「ＥＨＵ－13」。１点を争う接戦と
なりましたが、持ち前の元気とチームワークを存分に発揮し、勢
いもあり２対１で勝利。見事、初優勝を果たしました。

キャプテン
桂川 いずみさん

メンバー募集中！  未経験者も大歓迎
　サッカー未経験者のみで始めたフットサルチー
ムですが、少しずつ仲間が増え、チームの念願だっ
た優勝ができてとてもうれしいです。今後も「と
にかく楽しく」をモットーに活動していきます。
毎週火曜日、午後７時からに葛巻中体育館で練習
していますので「フットサルがしたい」「体を動か
したい」という方は、ぜひ参加してください。

３
／
３ 

五
日
市
保
育
園
ひ
な
祭
り

(澤口浩　作・画) 166

耳よりな情報やご意見、ご質問などお気軽にお寄せください。
総務企画課  広聴広報統計係　☎ 66-2111 内線 222

　

馬
場 

大そ

空ら

さ
ん

近藤 瑞
みずき

姫ちゃん 鈴木 良
りょう

くん

（３歳６カ月・田子）
孝さん・章子さん長女

（３歳 10カ月・小屋瀬）
智さん・千明さん長男

　お父さんとかくれんぼをして遊ぶ
ことが大好きな「みずき」。料理や
お掃除など、お手伝いを積極的にし
てくれます。最近、箸を使ってご飯
を食べられるようになりました。友
達をたくさん作って、お兄ちゃんた
ちに負けないくらい元気に育ってほ
しいです。　　　　　　　 　　章子

　ダンスが好きで、いつもテレビを
見ながら踊っている「りょう」。家
族で新幹線に乗って、スカイツリー
に行ったことが思い出です。おじい
ちゃんのまねをしながら、牛のお世
話を手伝ってくれます。周りの人に
優しく、友達を大切にできる子に
育ってほしいな。　　 　　　　千明

－ 418－

275

日影 良子さん
（84歳・中村）

　
「
１
日
３
回
し
っ
か
り
食
事
を
取
る
こ
と

と
、
た
く
さ
ん
働
い
て
体
を
動
か
す
こ
と
が

健
康
の
秘
訣
で
す
」
と
話
す
良
子
さ
ん
。
昔

か
ら
農
業
を
し
て
お
り
、
今
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

子
ど
も
４
人
、
孫
10
人
、
ひ
孫
５
人
に
恵

ま
れ
た
良
子
さ
ん
は
「
自
分
が
作
っ
た
野
菜

を
子
ど
も
た
ち
に
送
っ
た
り
、
お
盆
休
み
を

家
族
み
ん
な
で
に
ぎ
や
か
に
過
ご
し
た
り
す

る
こ
と
が
一
番
の
楽
し
み
で
す
」
と
優
し
い

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

自分の牧場を持ちたい
◆勤め先は？
　昨年４月から酪農ヘルパーとして、休
みのない農家の方々に代わり、牛の餌や
りや搾乳などを行っています。個々の農
家のやり方に合わせた仕事をすることを
いつも心掛けています。
◆自分の性格は？
　素直で、はっきりとした性格だと思い
ます。
◆趣味・特技は？
　機械いじりが趣味で、特に車が好きな
ので、休日は自分の車をいじったりして
過ごしています。
◆今、一番したいことは？
　一つ一つ丁寧に仕事をして、農家の方々
から信頼されることです。
◆理想の女性像は？
　笑顔がすてきな人です。
◆将来の夢は？
　いつか自分の牧場を経営したいと思っ
ています。
◆最後にひと言
　自分たちのような若い世代のパワーで、
これからの葛巻町を盛り上げていけるよ
うに頑張っていきたいです。

　
（
19
歳
・
五
日
市
）

〔23〕平成29年４月１日・広報くずまき 広報くずまき・平成29年４月１日〔22〕

町民のひろば町民のひろば

420



〔25〕平成29年４月１日・広報くずまき

●
開
館
時
間･･･

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

●
休　
館　
日･･･

年
末
年
始

本
の
紹
介

◥公民館
  

図
書
室
か
ら

広報くずまき・平成29年４月１日〔24〕

『こころの『こころの匙匙
さじさじ

加減』加減』
髙橋 幸枝 作髙橋 幸枝 作

　100年生きてきて思うのは「匙加
減」の大切さ。 「生きていく」とは、
この匙加減を見極めていく営みにほ
かなりません。精神科医として半世
紀にわたり、 患者と向き合ってきた著
者だからこそ気付けた「迷いすぎて
苦しまないためのヒント」とは？　
この本をきっかけに、あなたの「ちょ
うどよい匙加減」を見つけてください。

『『ほしじいたけ  ほしばあたけ』』
石川 基子 作石川 基子 作

　いろいろなきのこが暮らすきのこ
村は、いつもにぎやか。みんなから
敬愛されているのが、ほしじいたけ
と、ほしばあたけ。ある日、村の子
どもが谷から落ちてしまい、ほしじ
いたけは、体を張って助けようとす
るのですが…。個性豊かに描かれた
きのこたちの魅力満点のユーモアと
驚きたっぷりの楽しいお話。

『春や春』『春や春』
森谷 明子 作森谷 明子 作

　須崎茜は俳句好きの女の子。俳句
の趣味を理解してくれるトーコとい
う友人が初めてできたことをきっか
けに「俳句甲子園」を目指し、俳句
同好会設立を決意する。俳句甲子園
出場に必要な人数は５人。メンバー
を集めるため、茜とトーコは校内を
駆け回る。少女たちの友情と成長が
まばゆい、圧倒的青春小説。

た ばあたた ばあた

「めをかくし  ドキドキするよ  すいかわり｣   四日市 愛理さん（葛巻小２年）の作品

　町にスポーツ合宿を誘致することや、町外からのチームを集めたスポーツ大会や講
習会を開催することで、交流人口の拡大や地域活性化を図るため、今年度からスポー
ツ合宿に係る宿泊費やスポーツ大会などの運営経費に対して補助金を交付します。

　軟式野球競技の葛巻町会場の運営ボランティアとし
て尽力された岩泉町の横川節子さんへの感謝状贈呈式
が３月17日、役場で行われ、実行委員会長の鈴木重
男町長が横川さんに感謝状を手渡しました。
　横川さんは、東日本大震災と昨年の台風10号で被
災し、その際の葛巻町からの支援に対して感謝の気持
ちを伝えたいと、当町の国体運営ボランティアに登録。
台風被害の復旧途中にも関わらず、軟式野球競技が行
われた３日間、岩泉町から車で通い、早朝７時から夕
方まで、衛生係として野球場のトイレ掃除や会場周辺
のごみ拾いを献身的に取り組んでいただきました。
　横川さんは「たくさんの支援に少しだけ恩返しがで
きたように感じています」とお礼の言葉を述べました。

葛巻町会場のボランティアとして尽力

横川節子さん(岩泉町)に感謝状贈呈
葛
巻
町
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
奨
励
補
助
金
（
平
成
29
年
度
新
規
）

合
宿
誘
致
や
大
会
開
催
を
支
援

感
謝
状
を
受
け
取
り
笑
顔
を
見
せ
る
横
川

さ
ん
（
右
か
ら
２
番
目
）

　各小学校で実施している「放課後子ども教室」の安全管理員
を募集します。安全管理員は、児童の見守りや学習の補助を行
い、遊びやスポーツなどで多くの子どもたちと触れ合うことが
できます。関心のある方はお気軽にお問い合わせください。
■応募要件　18歳以上の方（高校生除く。男女不問）
■活動日・時間　月曜日から金曜日までの週２～３回（学校に
　よって曜日が異なります）、15 ～ 17時
■活動場所　葛巻小、小屋瀬小、江刈小、五日市小のいずれか
■任用期間　５月１日～平成30年３月９日
　※申し込みは随時受け付けます。
■謝礼　日額1,200円を支給します。
■問い合わせ・申し込み先　教育委員会 ☎66-2111 内線275

小学校放課後
子ども教室 安全管理員を募集します

▲へっちょこ団子
づくりを楽しむ子
どもたち（葛巻小）

▲「やりがいのあ
る仕事。私たちと
一緒に児童を見守
りましょう」と安
全管理員の皆さん

■交付対象者
　町内のスポーツ施設と宿泊施設を利
用してスポーツ合宿、大会宿泊をする
町外のスポーツ合宿団体など
■補助対象経費
　スポーツ合宿などに要する宿泊料
■補助金額
　宿泊日数に応じて次の金額を積み上
げた額および１泊につき１人牛乳１本
　１泊目＝1,000円、２泊目＝1,500円
　３泊目＝2,000円、４泊目＝2,500円
　５泊目＝3,000円、６泊目＝3,500円
※１回の合宿で１人13,500円を上限と
　します。
※当該年度で１団体50万円、牛乳は６
　泊合計240本を上限とします。
※宿泊施設などを代行者と定め、補助
　金の交付手続きを委任することがで
　き、宿泊費から補助金を差し引いて
　支払いすることができます。

■交付対象者
　スポーツ大会や講習会などを企画主催す
るNPO法人葛巻町体育協会や同協会に加盟
するスポーツ団体、または町内のスポーツ
少年団
■交付要件
　交付対象者が企画主催し、町外からの参
加を含み６チーム、概ね50人以上のスポー
ツ大会などであること
■補助対象経費
　スポーツ大会などの運営に要する経費
■補助金額

▽基本額　10,000円

▽加算額　２日２会場開催以上　5,000円
　　　　　20チーム150人以上　5,000円
　　　　　県外３チーム以上　　5,000円
　　　　　宿泊３チーム以上　　5,000円
※１大会あたり、運営経費を超えない範囲
　で30,000円を上限とします。　

　平成28年度希望郷いわて国体葛巻町実行委員会第
２回総会（解散総会）が２月28日、総合センターで
開催されました。
　觸澤義美副町長が「多くの町民から大会運営に携
わっていただき、葛巻らしいおもてなしができたこと
に感謝します」とあいさつ。今年度の事業報告と収支
決算が承認された後、国体の一切の事業が終了したこ
とに伴い実行委員会の解散が決定しました。
　実行委員会では、国体の取り組みを共有し、後世に
伝えるため「葛巻町大会報告書」を発刊。国体の運営
に協力いただいた各関係機関や団体などに配布したほ
か、公民館などにも置いていますので、ぜひご覧くだ
さい。

国体の全ての事業が無事終了

葛巻町実行委員会の解散を決定

 希望郷いわて国体NEWS                   2

全80ページ、写真を多用し見応え
のある内容となっている報告書

 希望郷いわて国体NEWS                   1

※ 詳しくは町ホームページをご覧ください。問教育委員会 ☎66-2111 内線272

スポーツ大会等誘致 運営費補助金
１大会最大30,000円を補助

スポーツ合宿等 宿泊補助金
１人最大13,500円を補助



■
書
類
の
提
出
方
法

▽
持
参
す
る
場
合

　

受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）。

▽
郵
送
の
場
合

　

簡
易
書
留
な
ど
記
録
が
残
る
方
法

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法

　

書
類
審
査
と
面
接
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。
面
接
の
実
施
日
は
、
後
日
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
保
証
人

　

２
人
の
保
証
人
が
必
要
で
す
。

■
貸
付
額
な
ど

▽
貸
付
内
容

　

学
校
な
ど
に
納
付
す
る
（
し
て
い

る
）
学
費
と
入
学
金

〔27〕平成29年４月１日・広報くずまき

健康福祉ネットワーク

広報くずまき・平成29年４月１日〔26〕

【問い合わせ先】健康福祉課 ☎66-2111

■
募
集
す
る
職
種
と
人
数

▽
薬
剤
師　
　
　
　

１
人

▽
看
護
師　
　
　
　

１
人

▽
臨
床
検
査
技
師　

１
人

■
応
募
方
法

▽
応
募
期
間

　

４
月
28
日(

金)

ま
で　

※
必
着

▽
提
出
書
類

　

次
の
書
類
を
健
康
福
祉
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
①
看
護
職
員
等
養

成
修
学
資
金
貸
付
申
請
書　

②
誓
約

書　

③
戸
籍
抄
本
ま
た
は
戸
籍
一
部

事
項
証
明
書　

④
履
歴
書　

⑤
健
康

診
断
書　

⑥
在
学
証
明
書　

⑦
学
業

成
績
証
明
書　

⑧
学
校
な
ど
に
毎
月

納
付
す
る
費
用
額
と
そ
の
内
訳
が
確

認
で
き
る
書
類

※
申
請
書
類
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

取
得
で
き
ま
す
。
郵
送
希
望
の
方
は
健

康
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 無

利
子
で
修
学
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す

　

薬
剤
師
や
看
護
師
な
ど
の
専
門
職
を
養
成
す
る
学
校
な
ど
に
在
学
し
、
将
来
、
町
が
指
定

す
る
医
療
施
設
な
ど
に
就
職
し
よ
う
と
す
る
意
思
が
あ
る
方
に
対
し
、
町
で
は
無
利
子
の
修

学
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
貸
し
付
け
た
修

学
資
金
の
返
済
を
免
除
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
当
貸
付
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

３月８日の幼児歯
科健診で虫歯がな
かったお友達です。

虫歯ゼロ
ぼく  わたしぼく  わたし

（３歳・四日市）
下天广　蒼

あおい

ちゃん

（３歳・小苗代）
大川原 舞

まい

風
か

ちゃん

（３歳・城内小路）
鈴木 陽

ひ

菜
な

ちゃん

（３歳・小苗代）
木戸場 翔

と

夢
わ

くん

（６歳・星野）
遠藤 陽

はる

人
と

くん

（３歳・栗山）
栗村 太

た

久
く

磨
ま

くん

（３歳・星野）
竹花 瑠

る

莉
り

ちゃん

公
開
講
座

「
家
族
を
亡
く
し
た
悲
し
み
を

抱
え
る
あ
な
た
に
伝
え
た
い
こ
と
」

　

大
切
な
家
族
を
亡
く
し
た
後
、
嘆
き

悲
し
む
気
持
ち
が
長
期
間
、
激
し
く
続

く
と
、
心
身
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
、

専
門
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
状
態
を
複
雑
性

悲
嘆
と
言
い
、
複
雑
性
悲
嘆
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
た
め
、
公
開
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時

　

５
月
14
日
㊐　

13
時
〜
16
時
30
分

■
場
所　

県
福
祉
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
盛
岡
市
本
町
通
三
丁
目
19
ー
１
）

■
対
象
者　

大
切
な
ご
家
族
を
亡
く
さ

れ
た
方
、
悲
嘆
の
ケ
ア
に
関
心
の
あ
る

方
、
精
神
保
健
医
療
福
祉
な
ど
関
係
者

■
内
容

▽
講
義
「
大
切
な
ご
家
族
を
亡
く
し
た

後
の
長
引
く
悲
嘆
か
ら
の
回
復
」（
仮

題
）　

講
師
＝
福
島
県
立
医
科
大
学　

中
島
聡
美 

特
命
准
教
授　

▽
こ
こ
ろ

サ
ロ
ン
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｙ
（
悲
嘆
の
回
復

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
な
ど

■
参
加
申
込
み

　

５
月
８
日
㊊
ま
で
に
、
県
精
神
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

家
族
の
た
め
の
教
室

「
う
つ
病
家
族
教
室
」

　

う
つ
病
に
つ
い
て
の
適
切
な
対
応
方

法
や
、
家
族
の
セ
ル
フ
ケ
ア
な
ど
の
学

習
会
と
、
家
族
同
士
の
分
か
ち
合
い
を

行
い
ま
す
。

■
対
象
者　

う
つ
病
と
診
断
さ
れ
、
現

在
治
療
を
受
け
て
い
る
方
の
ご
家
族
。

原
則
、
全
日
程
参
加
可
能
で
あ
る
こ
と
。

■
日
時　

全
５
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

５
月
25
日
㊍
、
６
月
15
日
㊍

７
月
20
日
㊍
、
８
月
17
日
㊍

９
月
21
日
㊍

各
回
と
も
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■
場
所　

県
福
祉
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
盛
岡
市
本
町
通
三
丁
目
19
ー
１
）

■
申
込
み　

５
月
18
日
㊍
ま
で
に
、
県

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
、
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
ア
ル
コ
ー
ル
家
族
教
室

（
４
月
〜
９
月
、
全
６
回
）、
薬
物
依
存

症
者
家
族
教
室
（
４
月
〜
９
月
、
全
６

回
）
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

県
精
神
保
健
福
祉

　

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

▽
限
度
額

　

下
表
の
と
お
り
。
１
万
円
単
位
で

希
望
額
を
申
請
で
き
ま
す
。

▽
貸
付
額
の
決
定

　

貸
付
希
望
額
を
精
査
し
、
適
当
と

認
め
ら
れ
る
額
を
貸
し
付
け
ま
す
。

▽
貸
付
利
子　

無
利
子

▽
貸
付
期
間

　

貸
付
決
定
か
ら
卒
業
す
る
月
ま
で

の
間
で
、
正
規
の
修
学
年
限
を
超
え

な
い
期
間

▽
貸
付
方
法

　

毎
月
、
指
定
口
座
へ
振
り
込
み
ま

す
。

■
償
還
の
免
除

　

貸
付
金
は
卒
業
後
、
返
還
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
町
内
の
指
定

医
療
施
設
な
ど
で
一
定
期
間
勤
務
し

た
場
合
、
一
部
ま
た
は
全
部
を
免
除

し
ま
す
。

■貸付限度額
職種 月額 貸付上限額 入学金 貸付限度額

薬剤師 20万円
35万円

看護師、臨床検査技師 10万円

応募期間は４月28日㊎まで

看護職員等
養成修学資金

卒
業
後
、
町
内
の
指
定
医
療
施
設
な
ど
に
一
定
期
間
勤
務
で
、
当
貸
付
金
の
返
済
を
免
除

春の生活習慣病予防健診
　４月７日から５月２日まで、春の生活習慣病予防健
診を実施します。生活習慣病やがんは、自覚症状がな
いため、気が付いたときには手遅れになってしまって
いることも少なくありません。「あの時、健診を受け
ていれば…」と後悔しないためにも、年１回の健診で、
自分の健康をしっかりチェックしましょう。

「特定健診」「がん検診」今年度も無料です
　町では、昨年度から引き続き今年度も特定健診とが
ん検診を無料としていますので、この機会にぜひ受診
してください。
　ただし、社会保険に加入している家族の方は、特定
健診のみ料金がかかりますのでご了承ください。
※社会保険加入者の家族の方は、各保険者が料金などを設
　定しています。詳しくは各保険者にご確認ください。

自宅から健診会場まで送迎車両を運行します
　歩行に不安がある高齢者や、障がい者などの要配慮
者には、今年度から自宅から地区の健診会場までの送
迎車両を運行します。
　詳しくは、保健委員が配布したチラシを確認し、送
迎を希望される方は、地区の保健委員または健康福祉
課へご連絡ください。

健診の日程と会場
　保健委員が配布したチラシ、または31ページの広報
カレンダーをご覧ください。
　健診を申し込んでいなかった方で、健診を希望する
場合は、地区の保健委員または健康福祉課へお問い合
せください。

健診無料、要配慮者へ送迎バスを運行

県精神保健福祉センター
（盛岡市本町通３丁目19-1）

   ☎ 019-629-9617
FAX 019-629-9603

申込み、問い合わせ先
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？？
　

３
月
１
日
に
行
わ
れ
た
葛
巻
高
校
の
卒

業
式
。
卒
業
生
37
人
が
学
び
舎
に
別
れ
を

告
げ
、
新
た
な
一
歩
を
大
き
く
踏
み
出
し

ま
し
た
。
さ
て
、
今
年
度
の
葛
巻
高
校
の

卒
業
式
は
、第
何
回
目
だ
っ
た
で
し
ょ
う
？

次
の
中
か
ら
お
選
び
く
だ
さ
い
。

①
第
37
回　

②
第
47
回　

③
第
57
回

　

は
が
き
に
答
え
と
住
所
（
地
区
名
）、
氏

名
、
年
齢
、
広
報
く
ず
ま
き
を
読
ん
で
の

感
想
や
要
望
な
ど
を
記
入
し
て
応
募
く
だ

さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
２
人
に
、

く
ず
ま
き
商
品
券
５
０
０
円
分
を
差
し
上

げ
ま
す
。締
め
切
り
は
、４
月
20
日
㈭
で
す
。

【
応
募
先
】
〒
028-

5495　

広
報
ク
イ
ズ
係

　
　
　

★
当
選
者
発
表
★   

　

先
月
の
正
解
は
、「
③
霧
島
市
」
で
し
た
。

正
解
し
た
次
の
方
々
に
く
ず
ま
き
商
品
券

を
お
送
り
し
ま
す
。

　

黒
田 

佳
織
さ
ん
（
26
歳
、
浦
子
内
）

　

東
山
崎 

國
雄
さ
ん
（
89
歳
、
茶
屋
場
）

48

ク
イ
ズ

広
報

■医療法人 敬仁会
①介護員(デイケア) ②不問 ③１人 ④143,724円~
160,800円 ⑤03011‒217771 ⑥不問 ①介護福祉士(デイ
ケア) ②不問 ③１人 ④145,416円~167,880円 ⑤03011
‒218871 ⑥介護福祉士 介護支援専門員 ②59歳以下 
③１人 ④165,000円~205,000円 ⑤03011‒151371 ⑥ケ
アマネージャー資格､普通自動車免許 理学療法士ま
たは作業療法士 ②不問 ③１人 ④190,000円~240,000円 
⑤03011‒152671 ⑥理学療法士または作業療法士
■新岩手農業協同組合 東部営農経済センター
①タンクローリー運転手 ②不問 ③１人 ④126,000円
~130,200円 ⑤03011‒214671 ⑥大型自動車免許
■㈱メフォス北日本 北東北事業部
①調理員(葛巻病院) ②18歳以上 ③２人 ④129,180円~
141,500円 ⑤03010‒6120871 ⑥不問 ①栄養士(葛巻病
院) ②不問 ③１人 ④140,700円~170,700円 ⑤03010‒
6121271 ⑥栄養士 ①調理員(高砂荘) ②不問 ③１人 ④
121,150円~132,700円 ⑤03010‒6133371 ⑥不問
■㈱ビルド遠藤
建設機械オペレーター、ダンプ運転手 ②不問 ③３

人 ④195,500円~322,000円 ⑤03011‒198771 ⑥車両系建
設機械､大型自動車免許 土木作業員 ②不問 ③３人 ④
179,400円~230,000円 ⑤03011‒202971 ⑥普通自動車免
許 型枠大工 ②不問 ③３人 ④195,500円~322,000円 
⑤03011‒204071 ⑥普通自動車免許 土木施工管理技士 
②不問 ③１人 ④258,000円~452,000円 ⑤03011‒142071 
⑥１級または２級土木施工管理技士、普通自動車免許
■㈱グリーンテージくずまき
①接客 ②59歳以下 ③１人 ④126,720円~132,000円 ⑤
03011‒195671 ⑥普通自動車免許
■㈲山下建設
大工見習 ②30歳以下 ③１人 ④143,980円~161,000

円 ⑤03011‒145571 ⑥普通自動車免許
■㈱介護いわて
①介護職(葛巻、グループホーム) ②不問 ③１人 ④
153,000円~157,000円 ⑤03011‒148871 ⑥普通自動車免
許 介護支援専門員(葛巻、グループホーム) ②不問 
③１人 ④200,000円~315,000円 ⑤03011‒124971 ⑥介
護支援専門員､普通自動車免許
■社会福祉法人 誠心会
①介護士 ②不問 ③２人 ④119,680円~142,560円 ⑤030
11‒150071 ⑥不問
■㈱阿部土建エンタープライズ
①オペレーター ②不問 ③３人 ④172,800円~216,000円 
⑤03011‒178371 ⑥車両系建設機械､普通自動車免許
■㈲上遠野工務店
大工見習 ②59歳以下 ③２人 ④138,000円~161,000

円 ⑤03011‒179671 ⑥普通自動車免許
■㈲高吟製材所
①木材の加工 ②不問 ③２人 ④138,000円 ⑤03011‒
180771 ⑥普通自動車免許
■ミドリアパレル中央㈱
①縫製工 ②不問 ③３人 ④123,152円 ⑤03011‒181871 
⑥普通自動車免許 ①縫製工 ②不問 ③３人 ④時給716
円 ⑤03011‒182271 ⑥普通自動車免許
■㈱エジソンパワー 葛巻事業所
葛巻事業所副所長候補 ②不問 ③１人 ④250,000円

~320,000円 ⑤03011‒183971 ⑥普通自動車免許
■北陽重機 幅陽三
①オペレーター ②不問 ③２人 ④168,000円~192,000円 
⑤03011‒184171 ⑥大型･大型特殊･車両系建設機械など
の重機関係の資格免許､普通自動車免許
■藤森鉄工所
修理、製作 ②35歳以下 ③１人 ④138,000円~250,000

円 ⑤03011‒185071 ⑥普通自動車免許
■一般社団法人 葛巻町畜産開発公社
①農業機械オペレーター ②59歳以下 ③３人 ④144,000
円~168,000円 ⑤03011‒139771 ⑥普通自動車免許
■イワタニ東北㈱ 山口営業所
営業職 ②59歳以下 ③１人 ④148,000円~244,000円 

⑤03090‒480171 ⑥普通自動車免許､高圧ガス種販売主任
者

問ハローワーク沼宮内 ☎62-2139

①職種 ②年齢 ③求人数 ④基本給 ⑤求人No.　　 
⑥資格など　注） は正社員採用

岩手ケーブルテレビジョンから
　テレビ視聴利用料金525円/月（減テレビ視聴利用料金525円/月（減
免対象者は半額）の口座振替日は４免対象者は半額）の口座振替日は４
月17日(月)です。未納が３カ月続く月17日(月)です。未納が３カ月続く
と、テレビを視聴できなくなりますと、テレビを視聴できなくなります
のでご注意ください。のでご注意ください。
問葛巻センター ☎68-7101問葛巻センター ☎68-7101

入札結果（落札額は税込み）
【３月23日入札分】

1H28災３-105浦子内地区農業施設災
害復旧工事　 ▼▼請負者…㈲山久土木請負者…㈲山久土木

▼▼落札額…6,264,000円落札額…6,264,000円

▼▼指名業者…㈱阿部土建エンタープ指名業者…㈱阿部土建エンタープ
ライズ、㈲山久土木、北陽重機、葛ライズ、㈲山久土木、北陽重機、葛
巻土建㈱、㈱ビルド遠藤、㈱つばさ巻土建㈱、㈱ビルド遠藤、㈱つばさ
工業、㈲山伸水道工業所工業、㈲山伸水道工業所
2H28災３-106日渡地区農業施設災
害復旧工事

▼▼請負者…㈲山久土木請負者…㈲山久土木

▼▼落札額…12,312,000円落札額…12,312,000円

▼▼指名業者…指名業者…1と同じと同じ
3H28災３-107平船地区農業施設災
害復旧工事

▼▼請負者…請負者…㈱阿部土建エンタープライズ㈱阿部土建エンタープライズ

▼▼落札額…21,924,000円落札額…21,924,000円

▼▼指名業者…指名業者…1と同じと同じ
428災３号河川災害復旧工事(上外川)

▼▼請負者…㈱ビルド遠藤請負者…㈱ビルド遠藤

▼▼落札額…16,632,000円落札額…16,632,000円

▼▼指名業者…指名業者…1と同じと同じ
528災５号・242号河川災害復旧工
事(上外川の４・５)

２月のふるさと納税
区分 件数 金額(円)
５千円 １ 5,000
１万円 11 110,000
２万円 ３ 60,000
３万円 １ 30,000
10万円 １ 100,000
計 17 305,000

今年度累計 798 26,187,000
前年度同期 79 3,465,000

▼▼請負者…請負者…㈱阿部土建エンタープライズ㈱阿部土建エンタープライズ

▼▼落札額…20,520,000円落札額…20,520,000円

▼▼指名業者…指名業者…1と同じと同じ
628災６号・８号・11号河川災害
復旧工事(浦子内の２・３・浦子内)

▼▼請負者…㈱ビルド遠藤請負者…㈱ビルド遠藤

▼▼落札額…17,928,000円落札額…17,928,000円

▼▼指名業者…指名業者…1と同じと同じ
728災７号河川災害復旧工事(浦子内の５)

▼▼請負者…㈲山久土木請負者…㈲山久土木

▼▼落札額…13,500,000円落札額…13,500,000円

▼▼指名業者…指名業者…1と同じと同じ

いわて花巻空港から
航空ダイヤの改正
　いわて花巻空港の定期便のダイヤ
が３月26日から改正されました。
　いわて花巻空港から札幌線(最短
55分)、名古屋線(最短70分)、大阪
線(最短80分)、福岡線(最短115分)
の直行便のほか、那覇(大阪または福
岡乗継)や熊本(名古屋乗継)への乗継
便もございます。
　いわて花巻空港は、釜石自動車
道「花巻IC」から車で３分。駐車場
(1,150台)は無料です。
【航空券の予約購入】
▶日本航空(JAL) ☎0570-025-071 
▶フジドリームエアライン(FDA)
☎0570-55-0489

●●４月の眼科の診療日４月の眼科の診療日
　３日㊊、７日㊎、　３日㊊、７日㊎、1010日㊊、14日㊎、日㊊、14日㊎、
1717日㊊、日㊊、2121日㊎、24日㊊、28日㊎日㊎、24日㊊、28日㊎
の午後　【受付時間】の午後　【受付時間】1212時～時～ 1414時時

葛巻病院からのお知らせ

休日当番医
 月日 医療機関  電話番号
４月２日 葛巻病院 66‒2311
９日 西島医院 66-2210
16日 葛巻病院 66‒2311
23日 葛巻病院 66-2311
29日 葛巻病院 66‒2311
30日 葛巻病院 66-2311

５月３日 葛巻病院 66‒2311
４日 葛巻病院 66-2311
５日 葛巻病院 66‒2311
７日 西島医院 66-2210

小児救急病院夜間受入当番医
 岩手医大病院　   ☎019-651-5111
４４月 3.7.9.10.13.15.17.20.25.27.28.30日
５５月 3.6.8日
 県立中央病院　　☎019-653-1151
４４月 1.5.6.12.14.16.19.21.24.26.29日
５５月 1.4.7.10日
 盛岡赤十字病院　☎019-637-3111
４４月 2.23日      
５５月 5日
 もりおかこども病院　☎019-662-5656
４４月 8.22日      
 川久保病院　　　☎019-635-1305
４４月 4.11.18日   
５５月 2.9日

内　　容 件数 金額(円)

会議などの会費 ５５ 38,00038,000

祝賀会などのお祝い ４４ 33,00033,000

その他 ３３ 19,70019,700

計 1212 90,70090,700

２月の町長交際費  

事務所の移転

４月１日～５月31日　葛巻町「山火事防止」運動月間

ご活用ください

農振除外は５月12日までに
　農用地区域内の土地に住宅建築や
植林など農業以外の利用を予定して
いる場合は、５月12日までに農林環
境エネルギー課に申出書を提出して
ください。
　なお、農地転用を伴う場合、農振
除外後に農地転用の手続きを農業委
員会で行う必要があります。
【提出書類】①農用地利用計画変更申
出書　②土地の登記事項証明書、公
図（申請地の地番、地目、隣接地の
利用状況を表示する図面）　③位置図
（申請地の位置と付近の状況を表示す
る図面）　④案内図　⑤位置比較検討
表　⑥事業計画の概要、配置図、資
金計画書など
問農林環境エネルギー課
　☎66-2111 内線145

開催します

■山火事に注意！
　この時期は、空気の乾燥や強風など、
火が燃え広がりやすい状況となりますの
で、山火事には十分注意しましょう。

問農林環境エネルギー課 ☎66-2111 内線144

火の用心
森から聞こえる

ありがとう

平成29年度
山火事防止運動統一標語

手続きお早めに

農業公社を通した農地の貸借
　県農業公社（県農地中間管理機構）
は、担い手の経営規模拡大と作業し
やすい農地環境づくりを支援するた
め、農地中間管理事業により農地の
貸し借りを行っています。この事業
を活用することで、農地の出し手、
受け手の双方がメリットを受けられ
ます。
　出し手は、契約期間満了後は確実
に農地が戻るほか、固定資産税の軽
減措置などの農地に関連した税制面
での優遇措置が適用されます。
　受け手は、まとまりのある農地を
借りることで農作業の効率化や生産
性の向上が図られるほか、複数の農
地所有者への賃料の支払いを一本化
できます。
　公社ホームページに、平成26年度
からの２カ年の県内の取り組みをま

農業改良普及センター岩手町駐在
　八幡平農業改良普及センター岩手
町駐在の事務所が移転します。
　移転先は、現在の事務所の道路向
かいで、岩手県盛岡広域振興局土木
部岩手土木センターと同じ建物の１
階です。４月３日から新事務所での
業務を開始します。
【新住所】〒028-4307岩手郡岩手町
大字五日市9-48
【電話】0195-62-3321（変更なし）
【FAX】0195-62-1377（変更なし）

とめた「先行事例集」を掲載してお
りますので、地域農業（経営再開）
マスタープランの話し合いにご活用
ください。
問県農業公社 ☎019-651-2181、農
林環境エネルギー課 ☎66-2111 内線
145、農業委員会☎66-2111 内線251

盛岡手づくり村 春まつり
　盛岡手づくり村では、地域の生産
者と消費者、飲食店などの交流を促
進することなどを目的として、５月
３日から５日までの３日間「盛岡広
域・盛岡手づくり村春まつり2017」
を開催します。
【日時】５月３日(水) ～５日(金)
　　　  ９時～ 16時
【会場】盛岡手づくり村
　　　（盛岡市繋字尾入野64-102）
【内容】▷盛岡広域たらふく屋台市　
▷盛岡広域工芸フェア　▷海の町応
援いきいきフェア　▷盛岡広域ふる
さと自慢　▷来場者参加イベント　
▷展示即売室お買い上げ感謝抽選会
問盛岡地域地場振興センター
　☎019-689-2201

「ちょっと日曜ＪＡＺＺ喫茶」毎月第４日曜は映画の日
　毎週日曜オープン、ＪＡＺＺ喫茶（新町）の新たな試
みが始まりました。毎月第４日曜を「映画の日」として、
午後４時から映画を上映しています。運営する藤岡徹
さんは「リクエストを募りながら上映していきたい」と
意気込みます。皆さん、ぜひ気軽にお立ち寄りください。 「キネマの天地」に見入る来場者（３月26日）



日 曜 主 な 行 事 時　間 場　　　所

1 土 サイレン点検日 正午

❷ 日
３ 月
４ 火 子育てサロン 10:00~12:00 保健センター

５ 水 入学式（小屋瀬中）

６ 木 入学式（小屋瀬小、葛巻中、
江刈中）

７ 金

生活習慣病予防健診
なかよし広場
入学式（葛巻小、吉ケ沢小、
五日市小、葛巻高）

 7:00~ 9:30
 9:30~11:30

四日市コミュニティセンター
保健センター

８ 土
❾ 日

10 月 生活習慣病予防健診
心配ごと相談

 7:00~ 9:30
 9:00~12:00

立神会館
保健センター

11 火
生活習慣病予防健診
子育てサロン
入学式（江刈小）

 7:00~ 9:30
10:00~12:00

江刈農村センター
保健センター

12 水 生活習慣病予防健診
山火事防止パレード

 7:00~ 9:30
14:00~

田野構造改善センター
町内

13 木

配食サービス
生活習慣病予防健診
いきいきスポーツ大学①
やまどり号巡回

 7:00~ 9:30
13:30~

田子ふれあいセンター
社会体育館
江刈・江刈川・北部方面

14 金
生活習慣病予防健診
なかよし広場
やまどり号巡回

 7:00~ 9:30
 9:30~11:30

新町自治会館
保健センター
五日市・馬淵方面

15 土 消防操法指導会・中隊訓練  9:00~ 総合運動公園

16 日
クリーン葛巻行動の日(道路の部)
第43回県北ブラックアンド
ホワイトショウ

 9:30~ くずまき高原牧場

17 月 生活習慣病予防健診
やまどり号巡回

 7:00~ 9:30 茶屋場自治会館
田子～四日市

18 火
生活習慣病予防健診
子育てサロン
やまどり号巡回

 7:00~ 9:30
10:00~12:00

遠矢場林業研修センター
保健センター
田代～吉ケ沢

19 水 生活習慣病予防健診  7:00~ 9:30 五日市生活改善センター

20 木
心配ごと相談
生活習慣病予防健診
　　〃　　（結核・肺がんのみ）

 9:00~12:00
 7:00~ 9:30
10:30~10:45

保健センター
橋場生活改善センター
寺田公民館

日 曜 主 な 行 事 時　間 場　　　所

21 金

配食サービス
生活習慣病予防健診
　　〃　　（結核・肺がんのみ）
なかよし広場・親子スポーツ教室
県司法書士会無料相談会

 7:00~ 9:30
10:30~10:45
 9:30~11:30
16:00~19:00

星野生活改善センター
鷹ノ巣公民館
保健センター
総合センター

22 土 生活習慣病予防健診  7:00~ 9:30 保健センター

23 日

生活習慣病予防健診
第40回県北バスケットボール大会
町野球審判講習会
江刈小創立140周年記念・校
舎落成記念式典
おはなし＆映画会

 7:00~ 9:30
 9:00~
 9:00~
 10:00~

10:00~12:00

保健センター
社会体育館
総合運動公園野球場
江刈小

総合センター
24 月 生活習慣病予防健診  7:00~ 9:30 ゆきわり荘

25 火 生活習慣病予防健診
子育てサロン

 7:00~ 9:30
10:00~12:00

小屋瀬農村センター
保健センター

26 水 生活習慣病予防健診
年金相談

 7:00~ 9:30
10:30~15:00

元木生活改善センター
総合センター

27 木 生活習慣病予防健診
いきいきスポーツ大学②

 7:00~ 9:30
13:30~

旧小田小学校
社会体育館

28 金

配食サービス
生活習慣病予防健診
　　〃　　（結核・肺がんのみ）
心配ごと相談
なかよし広場
農業用廃プラスチック回収①

 7:00~ 9:30
10:30~10:45
 9:00~12:00
 9:30~11:30
13:30~

旧冬部小学校
名前端公民館
保健センター
保健センター
清掃センター、リサイクルセンター

29 土

昭和の日
第10回くずまき高原牧場鯉のぼり
まつり（～５月７日）
レストハウス袖山高原オープン

くずまき高原牧場

30 日 消防規律訓練大会・消防演習予習
第34回町ゲートボール大会

 8:30~
 9:00~

葛巻小グラウンド
総合運動公園

1 月 サイレン点検日
生活習慣病予防健診

正午
 7:00~ 9:30 象鼻会館

2 火 生活習慣病予防健診
子育てサロン

 7:00~ 9:30
10:00~12:00

保健センター
保健センター

❸ 水 憲法記念日

❹ 木 みどりの日　七滝まつり 下冬部地区

❺ 金 こどもの日
６ 土

❼ 日 消防演習  7:30~ 葛巻小グラウンドほか

中央ストアー ☎ 66-2450

●紙おむつ ●尿取りパッドなど

配達もいたします！

歓迎 家族介護用品給付券でのお買い物

〒 028-5402 葛巻町葛巻 18-25-5（田子）
☎ 0195-66-2956　FAX 0195-66-2733

屋根工事一式

　 葦名板金あ

〔31〕平成29年４月１日・広報くずまき

広　　告

４月   卯
う づ き

月   April

広報カレンダー 町のホームページアドレス  http://www.town.kuzumaki.iwate.jp
役場の各種手続きの方法やサービス、町のイベント情報、
広報くずまきなどをインターネットでご覧いただけます。

５月   皐
さ つ き

月   May

広報くずまき・平成29年４月１日〔30〕

【相談・問い合わせ先】総務企画課 いらっしゃい葛巻推進室 ☎66-2111 内線221・224・225

■住宅の位置
　葛巻町葛巻第28地割17番地13
　（小屋瀬地区・ＪＡコールドセンター跡地）

■整備戸数　　２戸　

■住宅の仕様
　木造２階建／３ＬＤＫ／オール電化

■家賃　39,000円

■入居者の主な要件
①町外在住で小学生以下の子どもを養育していること
②町および地域の発展に協力し、将来にわたり「い
　らっしゃい住宅」へ入居できること
③就労者で家賃など必要な経費を負担できること

■募集スケジュール

▽５月中旬～７月中旬　入居者募集

▽６月中旬　　　　　　住宅完成（見学会など）

▽７月中旬～下旬　　　入居者の選考、決定

▽８月　　　　　　　　入居開始

※詳しくは後日、チラシやホームページ、くずまき
　テレビなどでお知らせします。

いらっしゃい
くずまき通信

移住定住・交流ガイド
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完成予想図

万円。協力隊員は、現住所が都市地域にあれば葛
巻出身者でも申し込み可能で、盛岡市や滝沢市な
どに住所がある方でも応募できます（市内の一部
過疎地域を除く）。
　ぜひ、Ｕターンを考えているご家族などにお知
らせ願います。申し込み方法など詳しくは、いらっ
しゃい葛巻推進室にお問い合わせください。

地域おこし協力隊 ６人募集、報酬月額22万円

い
ら
っ
し
ゃ
い
住
宅

　町は、都市部に住む若者を「地域おこし協力隊」
として委嘱し、２～３年の任期（１年ごとの更新）
で、観光や食、酪農、教育など町のさまざまな地
域課題の解決に取り組んでもらいます。
　さらに、隊員の任期終了後も起業や町内就職な
ど、引き続き町内に定住できるよう支援します。
　今年度は６人を募集しており、報酬は月額22

募集

住宅の概要・今後のスケジュール
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巻
町
の
取
り
組
み
と

「
広
報
く
ず
ま
き
」
か
ら
目
が
離
せ

ま
せ
ん
ね
。　

 　
　
　
　

  

（
森
）

　

今
年
度
も
引
き
続
き
広
報
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度

と
い
え
ば
、
病
院
や
江
刈
小
学
校
な

ど
の
新
し
い
建
物
が
ど
ん
ど
ん
完
成

し
、
写
真
を
撮
る
機
会
も
増
え
て
く

る
か
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
笑
顔

を
し
っ
か
り
と
写
真
に
納
め
ら
れ
る

よ
う
に
練
習
に
励
ん
で
い
き
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！　
　
　
　
　
　

（
大
石
）

■
「A

 Jock in Japan

」
「
俳
句

を
楽
し
も
う
」
は
３
月
号
を
も
っ
て

終
了
し
ま
し
た
。
ジ
ョ
ン
・
ロ
バ
ー

ト
ソ
ン
先
生
、
葛
巻
俳
句
会
の
齋
藤

誠
子
さ
ん
、
長
い
間
、
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

葛
巻
町
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

私
は
現
在
、
横
浜
に
あ
る
老
人
ホ
ー
ム

で
生
活
相
談
員
と
し
て
、
お
客
さ
ま
の

健
康
状
態
の
管
理
の
ほ
か
、
介
護
職
員

の
指
導
や
監
督
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。
高
齢
者
の
介
護
は
、
統
一
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
行
え
る
も
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
に
合
わ
せ
た
介
助
が

必
要
で
す
。
不
適
切
な
対
応
に
よ
っ
て

状
態
が
悪
化
し
や
す
い
こ
と
も
あ
り
、

と
て
も
神
経
を
使
う
仕
事
で
は
あ
り
ま

す
が
、
お
客
さ
ま
の
笑
顔
で
日
々
の
疲

れ
が
吹
っ
飛
ぶ
く
ら
い
や
り
が
い
が
あ

り
、
楽
し
い
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

葛
巻
高
校
卒
業
後
、
故
郷
の
葛
巻
町

か
ら
横
浜
へ
移
住
し
、
あ
っ
と
い
う
間

に
20
年
以
上
た
ち
ま
し
た
。
魚
釣
り
や

山
探
検
、
中
学
・
高
校
時
代
の
仲
間
と

過
ご
し
た
日
々
は
、
現
在
も
懐
か
し
く

良
い
思
い
出
で
す
。
横
浜
で
の
日
々
の

生
活
で
は
、
葛
巻
町
の
牛
乳
や
プ
リ
ン

な
ど
を
目
に
す
る
機
会
も
多
く
な
り
、

生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
の
名
が
あ
る
た
び

に
誇
り
に
思
い
力
に
な
り
ま
す
。

　

就
職
後
、
横
浜
で
知
り
合
っ
た
同
僚

と
結
婚
し
、
二
人
の
元
気
な
子
ど
も
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。「
自
然
豊
か
な
葛
巻

町
で
伸
び
伸
び
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
の

思
い
か
ら
、
現
在
は
、
妻
と
二
人
の
子

ど
も
を
葛
巻
町
の
私
の
実
家
に
、
私
は

横
浜
で
単
身
赴
任
と
い
う
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。
私
の
願
い
ど
お
り
、
二
人

の
子
ど
も
は
良
き
先
生
や
ご
近
所
の
皆

さ
ま
に
恵
ま
れ
、
ゆ
っ
く
り
で
は
あ
り

ま
す
が
、
確
実
に
強
く
、
心
豊
か
に
成

長
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
何
も
言

わ
ず
辛
抱
強
く
私
の
帰
り
を
待
っ
て
い

て
く
れ
る
私
の
両
親
に
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
今
後
を
、
葛

巻
町
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

日
々
精
進
し
、
故
郷
の
葛
巻
町
へ
必
ず

帰
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

～２月21日から３月20日届け出分～
※広報やくずまきテレビに載せたくない場合
は、届け出のときに係にお話ください。

上柳タツミ (73　茶屋場) 　勇
遠藤ミノリ (83　茶屋場) 勇　吉
竹川　正雄 (83  正  路) 高　行
服部富次郎 (82  垂  柳) トキノ
林下　正志 (63  前  里) 哲　也
村田　光廣 (81  下  町) 陸　子
幸浦　安藏 (84  浦子内) 秋　信
野里ユウ子 (70  田  代) 勝　行
柾谷　イ子 (84  茶屋場) 高　義

〔世帯主〕

やすらかにやすらかに

ふ
る
さ
と
へ
の

partpart  22

メメッッ
セセ
ーー
ジジ

人口　　住民基本台帳   29.3.1現在
（前月比）

男 3,135人　 ( －３人 )
女 3,328人　 ( －７人 )
計 6,463人　 ( －10人 )

世帯数 2,769世帯 (－４世帯)
交通 　　　　　　　　　　   ２月

（累計・昨年累計比）
人身事故 ０件 (　０件・－１ )
死　　者 ０人 (  ０人・±０ )
傷　　者 ０人 (　０人・－２ )
物損事故 ８件 (   27件・＋４ )
火災・救急　　　　　　　　 ２月

（累計・昨年累計比）
火　　災 ０件 (  ０件・±０ )
救　　急 23件 (   45件・－５ )

まちの動きまちの動き

葛巻町出身の皆さん、メッセージをお寄せください!
原稿送付先は、総務企画課（メールアドレス：kuzumaki@town.kuzumaki.iwate.jp）まで。

広
報
室
か
ら

端坂 則秋さん（40歳）
●前里出身
●神奈川県横浜市在住

95

　東北財務局盛岡財務事務所で
は、自らの収入で返済しきれな
いほどの借金を抱え、お悩みの
方からの相談に応じています。
相談は秘密厳守・無料です。安
心してご相談ください。
【相談専用電話】019-622-1637
【時間】月～金（祝日、年末年始除く）
　　　  ８時30分～ 16時30分
【窓口】盛岡合同庁舎４階
　　　　（盛岡市内丸7-25）

多重債務相談窓口のご案内

広報くずまき・平成29年４月１日〔32〕

サンリオピューロランド
（東京都）にて

家族と勤務先にて


